
新し
ん

川か
わ

の
跡あ

と

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
〇50

旧
長
岡
赤
十
字
病
院
と
柿
川
の

間
に
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
三
角
形

の
公
園
（
三
角
公
園
）
が
あ
り
ま

す
。
実
は
こ
の
脇
に
か
つ
て
新
川

と
い
う
水
路
が
あ
り
ま
し
た
。

新
川
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

九
月
に
長
岡
町
が
開
削
工
事
を
始

め
、
翌
年
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
川
を
開
削
し
た
の
は
、
信
濃
川

沿
い
の
蔵
王
河
戸
（
蔵
王
領
）
が

荷
物
の
積
み
替
え
場
所
と
し
て
栄

え
た
た
め
、
長
岡
領
の
柿
川
の
河

戸
へ
直
接
、
船
を
入
れ
る
よ
う
に

し
、
中
継
所
と
し
て
の
活
気
を
取

り
戻
そ
う
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。

長
岡
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
の

中
こ
ろ
ま
で
、
信
濃
川
と
柿
川
に

よ
る
水
運
で
物
資
の
中
継
地
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

水
害
と
も
隣
り
合
わ
せ
で
、
信
濃

川
の
堤
防
の
決
壊
や
栖
吉
川
、
太

田
川
、
柿
川
の
破
堤
で
何
度
も
大

き
な
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
明
治
四

十
四
年
（
一
九
一
一
）、
新
川
の
逆

流
が
水
害
の
原
因
に
な
る
と
し
て
、

長
岡
商
業
会
議
所
（
今
の
長
岡
商

工
会
議
所
）
総
会
で
、
新
川
の
埋

め
立
て
を
市
に
申
し
入
れ
る
こ
と

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
埋
め
立
て
反
対
の

動
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
四

十
五
年
に
水
門
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
新
川
は
水
運
と

し
て
の
役
割
を
失
い
ま
し
た
が
、

住
民
の
意
向
を
配
慮
し
、
し
ば
ら

く
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
し
た
。

や
が
て
新
川
は
、
昭
和
九
年
（
一

九
三
四
）
に
新
築
移
転
し
た
旧
長

岡
赤
十
字
病
院
の
工
事
の
際
に
埋

め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
三
角
公
園

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
戦
災

復
興
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業

で
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲新川の跡（日赤町１丁目・
中島３丁目）
新川は川幅が約11メートル、長さ

が約1.1キロメートルありました。
渡里町裏の内川（柿川）左岸から、

旧長岡赤十字病院の北側を通り、瞽
ご

女
ぜ

小路を抜けて、大土手（現在はな
い）に至り、さらにこの堤防を突き
抜け、新開のための囲い土手（現在
の堤防付近）を経て、大川（信濃川）
に至るものでした。

（市政モニター・
安達隆幸さん）

セントラルパークや大手
通りに吸い殻、ごみがかな
り落ちています。ポイ捨て
は市民のモラルの問題です
が、市から呼びかけること
はできなでしょうか。

クリーン作戦などを通
しモラルの向上を…
（回答：環境業務課）
駅や公園、道路といった

公共の場所は管理責任者が
清掃していますが、タバコ
の吸い殻や空き缶のポイ捨
てはなかなか解消されませ
ん。問題の解決にはモラル
の向上が必要です。
現在、長岡市に「ポイ捨

て禁止条例」はありません
が、「長岡市廃棄物の減量及
び適正処理等に関する条例」
の中で「公共の場所の清潔
の保持」「公共の場所及び個
人の場所への廃棄物の投棄
禁止」を定めています。こ

れは罰則を伴ったものでな
く、市民の当然の義務であ
り、モラルであるという基
本姿勢に基づいています。
また、市ではごみが散乱

しないきれいなまちづくり
をめざし、昭和60年（1985）か
ら春と秋に市民参加でクリ
ーン作戦を実施しています。
さらに「地球にやさしい生
活展」を開催するなどして、
ごみに対する意識啓発をし
ています。
なお、市では新年度から

ポイ捨て条例の制定に向け
て、検討を進めることにし
ています。

市政へのご意見は「市長への手紙」でお寄せください。市役所１階案
内所、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、各図書館に
置いてある「市長への手紙」のはがきをご利用ください。

通信11

ナガ
オカ

ネイチ
ャー

スコ
ープ

３月自然観察〇155

体長1.5㎝ほどの大型のテントウムシで、
幼虫期にはクルミの葉を食害するクルミハ
ムシを好んで捕食することから、益虫とし
て知られる。本種同様に鞘ばねに亀の甲に
似た斑紋（亀甲紋）を持ち、体長が５㎜ほ
どの小型種であるヒメカメノコテントウは
ナス科植物の大害虫として知られ、同じ科
に属しながら食性がまったく異なる。
写真は枯れ松の樹皮下で越冬中のもので
ある。普通はナミテントウの集団に混じっ
て越冬しているのが観察されるが、本種だ
けの集団は珍しい。

カ
メ
ノ
コ
テ
ン
ト
ウ

ミズバショウとよく似た形の花をもつ、
サトイモ科の多年草。花序の様子を座禅僧
に見立て、このような名前がついた。花び
らのようにみえる仏炎苞はミズバショウの
白色とは異なり暗紫色で、ときに緑色のも
のもある。
残雪の多くある中、ミズバショウよりも
一歩早く開花しはじめる。全草に悪臭があ
り、北アメリカにある母種はスカンクキャ
ベツと呼ばれ、馬も食べないといわれてい
る。

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

～ポイ捨て禁止を呼びかけられないか？～

▲

安
達
隆
幸
さ
ん

��編編集集・・発発行行／／長長岡岡市市広広報報課課 〒〒994400--88550011 新新潟潟県県長長岡岡市市幸幸町町22のの11のの11 長長岡岡市市役役所所 ��00225588・・3355・・11112222
��00225588・・3399・・22227722 ��平平成成1122年年33月月11日日発発行行
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新
町
の
南
部
体
育
館
南
側
に

建
設
を
進
め
て
き
た
南
部
地
区
の

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
幹
セ
ン

タ
ー
「
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う

ち
（
仮
称
）」
が
四
月
六
日
に
開

館
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
四
番

目
の
基
幹
セ
ン
タ
ー
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
の
施

設
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
専
用
の

機
能
訓
練
室
を
設
置

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、
寝
た
き

り
予
防
の
た
め
、
基
幹
セ
ン
タ
ー

と
し
て
初
め
て
、
軽
体
操
な
ど
を

行
う
リ
ハ
ビ
リ
専
用
の
機
能
訓
練

室
を
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
高
齢
者
を
は
じ

め
、
市
民
が
憩
い
、
親
ぼ
く
と
交

流
が
で
き
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
、
在
宅
の
虚
弱
・
寝
た
き

り
の
高
齢
者
を
リ
フ
ト
バ
ス
で
送

迎
し
、
日
中
介
護
す
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
、
痴
ほ
う
症
な

ど
で
家
族
で
の
介
護
が
困
難
な
高

齢
者
を
送
迎
し
、
介
護
す
る
デ

イ
・
ホ
ー
ム
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

在
宅
介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
す
る
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
も
あ
わ
せ
て
設
置
し
ま

す
。ま

た
、
隣
接
す
る
南
部
体
育
館

と
は
渡
り
廊
下
、
南
地
域
図
書
館

と
は
ア
ー
ケ
ー
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
結

ば
れ
、
利
用
者
の
利
便
を
図
り
ま

す
。

施
設
見
学
会
に
ど
う
ぞ

オ
ー
プ
ン
を
前
に
施
設
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
時
は
四
月
四

日
�
の
午
後
一
時
〜
四
時
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

２

地域での健康づくりに役立てます

N

消
防
署�

宮
内�

分
遣
所�

南部体育館�

上越新幹線�

宮
内�

公
民
館�

南
地
域�

図
書
館�

農業�
高校�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー�

み
や
う
ち�

  バス停�
「南部体育館」�

曲
新
町
５
６
６
番
地
７

�
39
・
５
６
０
０

４月６日に
福祉コミュニティ基幹センター

高齢者センター
みやうちが
オープンします

曲

高齢者センターが南部地区にできることに、地元で
はとても喜んでいます。
高齢者のレクリエ－ションや健康づくりが、今まで
以上に活発化することでしょう。
雨や雪が降っても、傘をささずに高齢者センターか
ら体育館や図書館へ足を運ぶことができ、便利になり
ますね。

宮
内
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・

今
井
盛
吉
さ
ん

岡
市
は
、「
長
岡
市
交
通
安
全

条
例
」
を
制
定
し
、
四
月
一
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。

市
民
あ
げ
て
の

交
通
安
全
運
動
が
必
要

市
で
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一

九
六
一
）
に
、
い
た
ま
し
い
交
通

事
故
の
犠
牲
者
を
一
人
で
も
出
さ

な
い
よ
う
、
み
ん
な
の
力
で
交
通

事
故
を
追
放
し
よ
う
と
「
交
通
安

全
都
市
宣
言
」
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
交
通
安
全

に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
市
民
ぐ

る
み
で
交
通
安
全
を
推
進
す
る
た

め
の
条
例
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
が
提
案

近
年
、
高
齢
社
会
の
急
速
な
進

行
や
自
動
車
交
通
量
の
増
加
に
よ

り
、
交
通
事
故
が
増
え
、
今
後
も

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
岡
市
で
の
交
通
事
故
は
こ
こ

数
年
、
人
身
事
故
の
総
数
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
死
亡
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

こ
の
た
び
市
議
会
議
員
の
提
案
で
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

市
・
市
民
・
事
業
者
等
に

責
務
を

二
月
二
十
二
日
、
臨
時
市
議
会

で
議
決
さ
れ
た
こ
の
条
例
で
は
、

市
、
市
民
、
事
業
者
等
に
、
交
通

安
全
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
定
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
条
例
の
定
め
る

責
務
を
果
た
す
た
め
、
道
路
交
通

環
境
の
整
備
や
高
齢
者
等
に
対
す

る
配
慮
な
ど
を
新
年
度
予
算
に
盛

り
込
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
詳

し
く
は
八
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
平
成

十
二
年
度
予
算
案
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

３

������� 市政ニュース

老老人人福福祉祉セセンンタターーををごご利利用用くくだだささいい
高齢者センターみやうちが開館すると、市内の老人福祉セ
ンターは、合わせて６カ所になります。
各施設とも、大浴場や大広間、貸室や食堂などを備えてい
ます。
また、「まきやま」「ふそき」には軽運動ホールがあり、３

月までの冬期間、ゲートボールの専用コートとして使用でき
ます。入館料のみで利用できますので、お気軽にご利用くだ
さい。

施 設 名 所 在 地 電話番号

長岡ロングライフセンター 大 字 日 越 46・5002

高齢者センターけさじろ 今 朝 白 ２ 39・6266

高齢者センターまきやま 槇 山 町 29・7002

高齢者センターふそき 新 保 町 25・3350

高齢者センターみやうち
（４月６日から） 曲 新 町 39・5600

お 山 の 家 栖 吉 町 33・7405

▲

開
館
が
待
た
れ
る
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
。

左
の
建
物
は
南
地
域
図
書
館
（
２
月
14
日
撮
影
）

長

▲昨年の「秋の交通安全運動パレード」で

交
通
安
全
都
市
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
に
関
すす
るる

条
例
を
制
定
し
まま
しし
たた交通安全条例の制定を記念

して、「長岡地区交通安全条
例制定記念大会」を開きます。
お誘い合わせのうえ、お越

しください。
日時＝４月４日�午後１時30

分から
会場＝厚生会館大ホール



４

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

事
前
の
手
続
き
を

要
介
護
認
定

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
と
い
う

認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
請
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、
次
に
該

当
す
る
人
で
す
。

①
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
て
、
四
月
以
降
も
引
き

続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
人

②
四
月
以
降
、
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
人

要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
本
人
ま
た
は
家

族
が
行
い
ま
す
。

ま
だ
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
受
付
場
所
は
、
下
の
表
１
の

と
お
り
で
す
。

申
請
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
施

設
に
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、

事
前
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
は
、
利
用
す
る

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
日
程
、
費
用
額

な
ど
を
記
入
し
た
計
画
書
で
、
本
人
の
心

身
の
状
況
や
家
族
の
希
望
を
考
慮
し
て
作

成
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
専
門
的
な
知
識
の
あ
る

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
依
頼

を
受
け
て
作
成
し
ま
す
。

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
て

い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
表
１
に
あ
る
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

介
護
を
必
要
な
み
な
さ
ん
、
も
う
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

介
護
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険

制
度
」
が
、
い
よ
い
よ
来
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

長
岡
市
で
は
い
ま
、
介
護
保
険
制
度
を
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で
き
る

よ
う
、
最
終
的
な
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
内
容
を
も

う
一
度
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ
⑨

４
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

名 称 所 在 地 電話番号

長 岡 市 役 所（２階） 介 護 保 険 課

在宅介護支援センター け さ じ ろ
〃 表 町 診 療 所
〃 か つ ぼ 園
〃 ま ち だ 園
〃 西 長 岡
〃 ま き や ま
〃 長岡中央綜合病院
〃 こ ぶ し
〃 悠 遊 苑
〃 ふ そ き

幸町2の1の1

今朝白2の8の18
表町3の2の13
加津保町1695の2
町田町540
三ツ郷屋町383の1
槇山町1592の1
福住2の1の5
深沢町2278の8
大字日越337
新保町1399の3

39・2245

37・5440
37・1330
44・7337
39・8030
29・6622
29・7005
37・1225
46・6623
47・8523
25・3354

表１ 申請はこちらで（申請受付場所）

※申請書は上記の場所に備えてあります。

シリ
ーズ

５

な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
は
直
接
、
施
設
に
申
し
込
み
を
す
る
か
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
支
援
お
よ
び
要

介
護
一
〜
五
」
に
認
定
さ
れ
た
人
が
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
「
要
介
護
一
〜
五
」
に
認

定
さ
れ
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
書
面
に
よ
る
契

約
を
結
び
ま
す
。

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

施
設
と
書
面
に
よ
る
契
約
を
結
び
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
表
２
、

３
の
と
お
り
で
す
（
表
２
は
一
部
抜
粋
）。

利
用
者
の
負
担
は

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用
者
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
一
割
の
利
用
者

負
担
金
を
支
払
い
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
負
担
が
多
額
に
な
っ

た
場
合
は
、「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を

申
請
す
る
と
、
上
限
額
を
超
え
た
額
が
返

還
さ
れ
ま
す
（
表
４
参
照
）。

ま
た
、
施
設
入
所
者
の
食
事
費
は
、
所

得
に
よ
り
減
額
さ
れ
ま
す
（
表
４
参
照
）。

一般被保険者
世帯全員が市民税
非課税の人

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民
税非課税の人
・生活保護受給者

高額介護サービス費の利用者負担月額上限額 37,200円 24,600円 15,000円

施設入所者の食事費（月額標準負担額） 22,800円 15,000円に減額 9,000円に減額

表４ 高額介護サービス費利用者負担上限額と施設入所者の食事費（標準負担額）

施設の種類 サービスの内容

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で、自宅での生活が困難な人
に介護・機能訓練・療養の世話を行います。

介護老人保健施設
病状が安定した人に看護・機能訓練・介護を
中心とした医療ケアと生活サービスを行いま
す。

介護療養型医療施設
（療養型病床群、老人性痴
ほう疾患療養病棟）

急性期の治療を終え、長期にわたって療養を
必要とする人に医療ケアと介護を行います。

サービス費用の例（月額）
要介護５の人が利用した場合

292,200円 ＋63,600円 ＝355,800円
（施設サービス費）（基本食事サービス費）

要介護５の人が利用した場合
324,000円 ＋63,600円 ＝387,600円

（施設サービス費）（基本食事サービス費）

要介護５の人が利用した場合
389,700円 ＋63,600円 ＝453,300円

（施設サービス費）（基本食事サービス費）

表３ 施設サービス

サービスの種類 サービスの内容

訪問介護
（ホームヘルプサービス）

ホームヘルパーが家庭を訪問し、身体介
護や家事のお手伝いなどを行います。

通所介護（デイサービス） デイサービスセンターに通って、入浴や食事・機能訓練を行います。

通所リハビリテーション 老人保健施設や病院等に通って、機能訓
練を行います。

短期入所生活介護
（福祉系ショートステイ）

介護老人福祉施設に短期間入所して、入
浴・食事・機能訓練を行います。

サービス費用の例
身体介護を30分未満利用 2,100円
身体介護を30分～１時間未満利用 4,020円
家事援助を30分～１時間未満利用 1,530円
身体介護と家事援助を同程度利用した場合

30分～１時間未満利用 2,780円
利用時間帯により加算があります。

要介護３の人が利用した場合
４～６時間未満利用 6,600円
痴ほう専用施設を４～６時間未満利用 8,800円
食事390円、送迎片道440円、入浴（介助浴）390円、
特別浴600円の加算があります。

要介護３の人が利用した場合
老人保健施設を４～６時間未満利用 7,440円
食事390円、送迎片道440円、入浴（介助浴）390円、
特別浴600円の加算があります。

要介護３の人が利用した場合
１日あたり 10,310円
送迎片道1,840円等の加算があります。

表２ 居宅サービス（一部抜粋）

（サービス費用は要介護度により異なります）



６

利
用
限
度
額
を
超
え
た
額
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度
区
分

ご
と
に
利
用
限
度
額
が
あ
り
ま
す
（
表
５

参
照
）。
利
用
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
限
度

額
を
超
え
た
分
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
利
用
制
限
が

あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
国
の
定
め
た
利
用

制
限
の
二
倍
を
利
用
限
度
と
し
ま
す
（
表

５
参
照
）。

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度
に
応

じ
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
ま
す

市
で
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
で
対

応
で
き
な
い
部
分
や
介
護
保
険
の
対
象
外

の
人
の
た
め
、「
自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
」
や
「
家
族
介
護
支
援
短

期
入
所
事
業
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
新
た

に
導
入
し
ま
す
（
表
６
参
照
、
一
部
抜

粋
）。

表６ 介護保険以外のサービス（一部抜粋）

事 業 名 内 容 対象者、条件等 利 用 料 等

家族介護用品等の支給
在宅の寝たきり、痴ほう老人
を常時介護している人に介護
用品等を支給します。

１年間の１/３以上の期間、要介護
３～５の人を在宅で介護している人。
ただし、要介護２以下で11年度在宅
介護手当受給者は、右の経過措置に
よります。

年額75,000円を支給
経過措置対象者
12年度60,000円
13年度40,000円
14年度20,000円

自立支援ホームヘルパー
派遣

要介護状態の予防対策のため
に援助を必要とする高齢者の
いる家庭に、ホームヘルパー
が家事援助、相談等の支援を
します。

介護認定で「非該当（自立）」と認
定され、現行制度でホームヘルパー
の派遣を受けている人で、要介護状
態の予防対策の援助を必要とする人。
１回１時間30分未満で週２回利用が
限度

30分以上１時間未満
153円（45円）

１時間以上１時間30分未満
222円（66円）

（ ）内は現在ヘルパーを利用
している低所得者

家族介護支援短期入所
介護者の都合（疾病、事故、
冠婚葬祭等）により要介護者
が短期入所できます。

介護認定で要支援、要介護１～５の
人で、１年間に７日以内
（特に必要と認める場合は延長できる）

１日当たり2,250円
ただし、生活保護世帯は無
料

機能訓練（リハビリ教室）

軽体操、手作業、レクリエー
ション等による心身の機能維
持や回復を支援します。

40歳以上の人で、脳卒中後遺症や老
化などで心身の機能が低下した人
（高齢者センターみやうちなど９会場）

無料
茶代、材料費は自己負担

高齢者センターみやうち（12
年４月開館）内の機能訓練室
で、週１回（午後）介護予防
相談日を開設します。

介護予防、機能訓練が必要な人およ
び家族等 無料

表５ 居宅サービス利用限度

要介護度区分

要 支 援

要 介 護 １

要 介 護 ２

要 介 護 ３

要 介 護 ４

要 介 護 ５

利用限度額（月額） 短期入所利用限度

６１，５００円 ６か月に２週

１６５，８００円 ６か月に４週

１９４，８００円 ６か月に４週

２６７，５００円 ６か月に６週

３０６，０００円 ６か月に６週

３５８，３００円 ６か月に12週

市では、ショートステ
イの利用限度を国の２倍
にして、表５のとおり拡
充します。

７

国
の
特
別
対
策
に
準
じ

保
険
料
な
ど
を
軽
減
し
ま
す

国
は
、
介
護
保
険
制
度
実
施
に
伴
う
高

齢
者
の
新
た
な
負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
保

険
料
を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
特
別
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

市
で
は
、
国
の
特
別
対
策
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

・
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
を
、
平
成
十
二
年
四
月

か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間
、
徴
収
し
ま

せ
ん
。

・
半
年
が
経
過
し
た
平
成
十
二
年
十
月
か

ら
の
一
年
間
は
、
保
険
料
を
半
額
に
軽

減
し
ま
す
（
表
７
参
照
。
課
税
状
況
や

本
人
の
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
保
険

料
は
五
段
階
に
分
か
れ
ま
す
）。

〈
保
険
料
の
納
付
方
法
〉

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
年
額
が
十
八
万

円
以
上
の
人
は
、
平
成
十
二
年
十
月
か
ら

年
金
よ
り
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
十
月
に
市
か
ら
納

付
書
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
七
月
こ
ろ
第
一
号
被
保
険
者
の

全
員
に
、
保
険
料
額
と
納
付
方
法
を
通
知

し
ま
す
。

低
所
得
者
の
利
用
者
負
担
の
軽
減

介
護
保
険
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
者

負
担
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

国
の
特
別
対
策
に
準
じ
、
次
の
と
お
り
利

用
者
負
担
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

・
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
は
、
当
面
三
年
間
は
利

用
者
負
担
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
、
そ
の
後
段

階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

条
件
は
、
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非

課
税
で
、
平
成
十
一
年
度
中
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
実
績
が
あ
る
こ
と
で

す
。

・
障
害
者
福
祉
施
策
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
が
、
介

護
保
険
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
利
用
す
る

場
合
も
利
用
者
負
担
を
三
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
ま
す
。

条
件
は
、
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非

課
税
で
あ
る
こ
と
で
す
。

保
険
証
を
交
付
し
ま
す

三
月
中
旬
に
、
第
一
号
被
保
険
者
の
全

員
と
要
介
護
・
要
支
援
に
認
定
さ
れ
た
第

二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
〜
六
十
四
歳
の

人
）
に
、
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

四
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
は
、
保
険
証
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
い
て
、
認

定
結
果
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
に
つ
い

て
は
後
日
、
認
定
の
結
果
通
知
と
い
っ

し
ょ
に
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

表７ 保険料設定区分表（第１号被保険者）

保険料段階 保険料設定区分 平成12年10月～13年９月
の保険料（月額平均）

第１段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
で市民税非課税世帯 ７５０円

第２段階 世帯員全員が市民税非課税 １，１１７円

第３段階
（基準額） 本人が市民税非課税 １，５００円

第４段階 本人が市民税課税で、本人の合計所得
金額が２５０万円未満 １，８６７円

第５段階 本人が市民税課税で、本人の合計所得
金額が２５０万円以上 ２，２３３円

介護保険制度地区説明会
川崎地区福祉センター
３月11日�午後２時から

希望が丘地区福祉センター
３月11日�午後７時30分～９時

高齢者センターふそき
３月12日�午後１時30分から

新町公民館
３月15日�午後１時30分から

高齢者センターまきやま
３月16日�午前10時～11時30分

お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
険
課

�
39
・
２
２
４
５
へ

ど
う
ぞ

有効期限 平成１８年 ３月 ３１日

被

保

険

者

番 号 ００００１２３４５６

住 所

〒940-8501
新潟県長岡市幸町２丁目１番１号

フリガナ カイゴ タロウ

氏 名 介護 太郎

生年月日 昭和９年 ６月 １０日

交付年月日 平成１２年 ５月 ２６日

保険者番

号並びに

保険者の

名称及び

印

新潟県長岡市幸町2丁目1番1号

長岡市
電話 0258－39－2245（直通）

� � � 	 � �

性
別 男

介 護 保 険 被 保 険 者 証

（一）

被
保
険
者
の
住
所
・
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
、

介
護
保
険
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲

介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
見
本
）



市
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
予
算
に
よ

っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
予
算
は
市
政
の
要

で
す
か
ら
、
市
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
定
め
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は「
変
革
」を
訴
え
て
当
選
し
ま
し
た
。

変
革
の
方
向
は
、
市
政
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

し
て
市
民
の
知
恵
が
生
き
る
市
政
を
実
現

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
予
算
案
の
作
成
に
は
長
期

間
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
就
任
三
カ
月

で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
二
年
度
は
変
革
に
向
け

て
の
最
初
の
年
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
平
成
十
二
年
度
予
算
を

「
改
革
へ
の
基
礎
づ
く
り
の
予
算
」
と
し

て
、
改
革
の
方
向
性
を
明
確
に
打
ち
出
し

ま
し
た
。

ま
っ
た
な
し
の
財
政
改
革

長
岡
市
の
財
政
状
況
は
、
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
総
額

は
こ
こ
数
年
、
約
七
百
億
円
前
後
で
推
移

し
て
き
ま
し
た
が
、
借
金
（
市
債
）
残
高

は
平
成
四
年
度
以
降
急
速
に
増
加
し
、
十

年
度
末
に
は
約
七
百
五
十
億
円
に
達
し
ま

し
た
（
図
１
参
照
）。

一
方
、
長
岡
市
の
貯
金
（
基
金
）
は
平

成
四
年
度
に
は
約
九
十
三
億
円
あ
り
ま
し

た
が
、
以
後
毎
年
度
取
り
崩
し
、
十
一
年

度
末
に
は
四
分
の
一
の
約
二
十
八
億
円
に

減
少
し
ま
し
た
（
図
２
参
照
）。

さ
ら
に
市
税
収
入
は
平
成
九
年
度
の
三

百
四
億
円
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
十

二
年
度
に
は
、二
百
六
十
八
億
円
に
ま
で

落
ち
込
む
見
込
み
で
す
（
図
３
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

平
成
十
二
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
財
政
改
革
を
最
優
先
の
課
題
と
し
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、
借
金
の
額
を
約
四
十
一

億
円
（
図
３
参
照
）
に
抑
え
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
収
入
に
占
め
る
借
金
の
率
（
市

債
依
存
度
）
は
、
平
成
八
年
度
の
十
五
・

四
％
か
ら
六
・
一
％
に
ま
で
減
少
し
、
市

８

「平成12年度は21世紀を迎える節目の年で
あり、分権型社会への移行の年です。これ
からは地域のことは「自ら考え、自ら実行
する」ことが必要となり、地域の特性を生
かした施策の展開が求められます。
『情報公開による市民に開かれた市政、
すべての人が自分らしく暮らせるまち、
大勢の人が訪れる魅力あるまちづくり』
これらを基本姿勢として、予算編成に臨み
ました」

森市長の市政報告�３総 計 1,191億1,460万円
■一 般 会 計 … 672億3,000万円
■特 別 会 計 … 453億1,690万円
・国民健康保険……107億3,130万円
・と 畜 場………3億7,690万円
・下 水 道……115億5,800万円
・卸 売 市 場……………9,130万円
・ス キ ー 場………1億8,630万円
・駐 車 場………3億 550万円
・老 人 保 健……156億3,260万円
・介 護 保 険 …… 64億3,500万円
■水道事業会計……65億6,770万円

改
革
へ
の
基
礎
づ
く
り

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

▲予算案を発表する森市長
（２月22日）
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当初予算額 市債年度末残高

※歳入に占める地方債（市債）の割合＝市債依存度は、
平成８年度をピークに年々減少しています。

※市債残高は平成10年度が750億円で最高

図１ 当初予算額 市債残高 市債依存度の推移
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―予算編成について市長が説明します―

債
残
高
は
七
百
三
十
三
億
円
に
減
少
す
る

見
込
み
で
す
（
図
１
）。

こ
れ
で
平
成
十
四
年
度
ま
で
に
残
高
を

七
百
億
円
に
減
ら
す
と
い
う
計
画
の
達
成

は
十
分
、
可
能
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
景
気
対
策
に
も
配
慮
す
る
た
め
、

貯
金
を
約
四
億
円
取
り
崩
す
と
い
う
ぎ
り

ぎ
り
の
選
択
を
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
我
慢
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
健
全

化
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

改
革
に
向
け
て
編
成

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

①

情
報
公
開
、
市
民
参
加
、
子
育
て
支

援
な
ど
選
挙
公
約
の
実
現
を
め
ざ
す
。

②

介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
福
祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
。

③

景
気
対
策
、
雇
用
対
策
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

④

行
財
政
改
善
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、

「
市
民
の
た
め
の
市
政
」
の
実
現
を
図

る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
。

⑤

内
部
経
費
を
極
力
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り
、
水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
の

改
定
を
見
送
る
。

こ
の
よ
う
に
、
制
度
・
施
策
の
根
本
に

さ
か
の
ぼ
っ
た
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
見
直

し
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か

つ
効
果
的
に
配
分
し
、「
改
革
へ
の
基
礎
づ

く
り
」
を
め
ざ
す
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

市
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
民
参
加
を
進
め
る
市
政
改
革
の
第
一

歩
と
し
て
、
市
民
の
知
恵
を
生
か
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
次
の
四
つ
の
テ
ー
マ
で
策
定
し

ま
す
。

①

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

組
織
の
簡
素
化
や
事
務
の
効
率
化
を
図

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し

ま
す
。

②

広
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

行
政
主
体
で
は
な
く
、
民
間
の
活
動
実

績
を
踏
ま
え
た
広
域
連
携
の
方
向
性
の

確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

③

資
源
循
環
型
社
会
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

ご
み
の
効
率
的
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

④

市
民
主
体
型
国
際
交
流
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム

青
少
年
の
交
流
や
留
学
生
と
の
交
流
な

ど
、
市
民
を
主
体
と
し
た
国
際
交
流
を

め
ざ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
単
な
る
計
画
で
は
な
く
、

実
施
を
前
提
と
し
た
行
動
の
計
画
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
活
発
な
参
加
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
主
な
重
点
施
策
は
次
の
ペ
ー
ジ

以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

９

市 政 改 革 の 最 初 の 年
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図２ 基金の状況（基金残額と取り崩し額）

図３ 市税収入額と市債発行額の推移

歳 出 歳 入

市税
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基金残額
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市債

民生費
126億6,600万円
（18.8％）

その他
23億8,900万円
（3.6％）

消防費
28億4,100万円
（4.2％）衛生費

53億5,900万円
（8.0％）

総務費
61億5,400万円
（9.2％）

公債費
78億5,700万円
（11.7％）

教育費
78億6,600万円
（11.7％）

商工費
107億8,400万円
（16.0％）

土木費
113億1,400万円
（16.8％）

市 税
268億1,100万円
（39.9％）

諸収入
121億1,400万円（18.0％）

地方交付税
96億円（14.3％）

その他
62億3,900万円
（9.2％）

市債
40億9,800万円
（6.1％）

国庫支出金
40億7,100万円
（6.1％）

県支出金
21億9,700万円（3.3％）

地方消費税交付金
21億円（3.1％）
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平 成 12 年 度 予 算 案

一般会計 672億3,000万円

森市長の市政報告�３



▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
情
報
公
開
の
推
進

八
二
九
万
円

「
市
民
の
声
な
ん
で
も
窓
口
」
と
「
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
設
置
し
、
き
め
細
か
い

広
聴
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
徹
底

し
た
情
報
提
供
を
進
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
し
ま
す
。

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定

一
〇
〇
万
円

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
行
政

組
織
の
軽
量
化
、
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

③
住
民
票
等
証
明
書
発
行
拠
点
の
拡
大

三
九
四
万
円

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
を
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
発
行
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
新
年
度
は
、
青
葉
台
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

④
地
域
図
書
館
の
開
館
時
間
の
見
直
し

七
三
万
円

⑤
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

六
〇
一
七
万
円

▼
民
間
活
力
の
活
用

①
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託

経
費
節
減
額

一
九
五
〇
万
円

阪
之
上
小
学
校
、
西
中
学
校
の
調
理
業

務
を
委
託
し
ま
す
。

▼
定
員
や
人
事
管
理
の
適
正
化
等

①
臨
時
職
員
、
嘱
託
員
の
活
用

経
費
節
減
額

二
八
九
六
万
円

②
新
し
い
人
事
考
課
技
法
の
導
入
準
備

八
〇
万
円

③
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

一
四
〇
〇
万
円

▼
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

①
資
源
循
環
型
社
会
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定

二
〇
〇
万
円

ご
み
を
出
さ
な
い
、
出
た
ご
み
を
分
別

し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
や
す

い
資
源
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

ご
み
処
理
費
用
の
有
料
化
や
ご
み
の
不
法

投
棄
防
止
条
例
の
制
定
を
視
野
に
入
れ
て

策
定
し
ま
す
。

②
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

四
億
一
六
四
六
万
円

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
動
き
だ
し
、
六

月
か
ら
週
一
回
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
一
括
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
で
の
生
ご
み
処
理
を
進
め

る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
加
え
、
電
動
生

ご
み
処
理
機
の
設
置
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
は
二
分
の
一
で
限
度
額
は
三
万
円
。

一
千
個
を
補
助
し
ま
す
。

資
源
回
収
を
実
施
す
る
子
ど
も
会
な
ど

の
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

③
環
境
保
全
の
た
め
の
市
役
所
行
動
計
画

の
拡
充

三
一
五
万
円

市
役
所
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

量
を
調
査
し
ま
す
。

④
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
廃
棄
物
運
搬
用
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備一

億
四
一
五
一
万
円

⑤
ご
み
焼
却
余
熱
利
用
施
設
の
建
設

七
億
一
四
八
三
万
円

浴
室
、
温
水
プ
ー
ル
、
大
広
間
な
ど
を

備
え
た
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

１０

市民の英知を集めた
行財政改善の推進

安全でうるおいの
ある快適環境の整備

�

�▲中央浄化センターを視察する
市政モニターのみなさん

▲昨年の防災訓練（日越小学校で）

⑥
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
推
進

一
六
億
八
四
一
〇
万
円

廃
棄
物
処
分
場
の
下
流
河
川
、
柿
埋
立

地
、
寿
・
鳥
越
ご
み
焼
却
施
設
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
十
二
月
か
ら
適
用

さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
基
準
値
を

守
る
た
め
、
鳥
越
ご
み
焼
却
施
設
を
改
修

し
ま
す
。

⑦
ま
ち
並
み
都
市
景
観
の
形
成六

八
一
万
円

平
成
九
年
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
都
市

景
観
条
例
を
制
定
し
、
都
市
景
観
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
制
定
を
記
念
し
て
景
観
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。

⑧
「
緑
の
基
本
計
画
」
の
策
定四

二
四
万
円

⑨
斎
場
の
改
築

三
五
〇
万
円

地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
災
害
対
策
の
推
進

①
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
設
置三

九
四
万
円

都
市
型
水
害
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内

十
カ
所
に
雨
量
計
を
設
置
し
、
地
域
別
に

観
測
し
ま
す
。

②
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

一
〇
五
〇
万
円

ワ
ン
タ
ッ
チ
ト
イ
レ
、
し
尿
処
理
薬
な

ど
の
備
蓄
物
資
を
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利

用
す
る
浦
瀬
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

③
自
主
防
災
体
制
の
整
備

九
三
九
万
円

自
主
防
災
組
織
を
育
成
し
、
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
自
主
防
災
組
織
に
助
成
し
ま

す
。ま

た
、
個
人
住
宅
の
耐
震
強
化
の
た
め
、

住
宅
耐
震
診
断
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

④
防
災
訓
練
の
実
施

七
〇
〇
万
円

春
の
防
災
訓
練
を
五
月
に
市
内
五
会
場

で
、
秋
の
防
災
訓
練
を
八
月
二
十
七
日
�

に
千
秋
が
原
で
実
施
し
ま
す
。

⑤
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
の
策
定

二
〇
〇
〇
万
円

地
震
災
害
へ
の
応
急
対
策
、
施
設
の
耐

震
化
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

▼
交
通
安
全
対
策
の
推
進

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

九
五
万
円

交
通
安
全
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
の
た
め
、
地
域
の
交
通

安
全
指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

②
高
齢
者
交
通
安
全
教
育
の
推
進一

八
万
円

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
再
利
用
事
業
の
実

施

一
九
九
万
円

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
の
整
備

三
六
八
〇
万
円

▼
消
防
・
救
急
救
助
体
制
の
充
実

①
消
防
車
両
の
整
備

四
一
〇
〇
万
円

高
規
格
救
急
車
一
台
、
軽
積
載
車
二
台

を
新
た
に
配
置
し
ま
す
。

②
防
火
水
槽
の
整
備

三
〇
〇
〇
万
円

四
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
級
の
防
火
水
槽
を

新
た
に
三
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

③
川
西
消
防
署
（
仮
称
）
の
建
設

日
越
地
区
に
建
設
す
る
川
西
消
防
署
の

用
地
を
長
岡
地
域
土
地
開
発
公
社
が
造
成

し
ま
す
。

▼
総
合
治
水
対
策
の
推
進

①
都
市
雨
水
対
策
計
画
の
策
定

一
三
一
三
万
円

都
市
型
水
害
を
防
止
す
る
た
め
、
河
川

管
理
者
と
共
同
で
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

②
湛
水
対
策
事
業

三
億
一
一
二
〇
万
円

雨
水
排
水
管
渠
を
整
備
し
、
三
カ
所
の

雨
水
排
水
ゲ
ー
ト
を
自
動
化
し
ま
す
。

③
河
川
・
用
悪
水
路
の
整
備
、
急
傾
斜
地

の
崩
壊
対
策
等

一
億
六
四
七
三
万
円

▼
除
雪
対
策
の
推
進

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
の
整
備

三
六
八
〇
万
円

②
消
雪
施
設
の
整
備

一
億
四
九
〇
〇
万
円

井
戸
・
ポ
ン
プ
の
改
良
を
八
カ
所
で
、

老
朽
管
の
敷
設
替
え
を
五
カ
所
で
実
施
し

ま
す
。

③
除
雪
車
両
等
の
整
備

六
九
二
〇
万
円

１１

平 成 12 年 度 予 算 案
こ の 予 算 案 は ３ 月 定 例 市 議 会 で 審 議 さ れ ま す

市民の英知を集めた行財政改善の推進

○徹底した情報公開により、市民の知恵と力を生かした行

財政改善を推進します。

安全でうるおいのある快適環境の整備

○地球にやさしい資源循環型のまちづくりのため、ごみの

効率的処理とリサイクルを推進します。

○市民が安全に安心して暮らせるように、防災対策を充実

強化します。

�
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▼
長
岡
の
人
材
教
育
の
推
進

①
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
推
進

四
五
四
六
万
円

小
学
校
の
学
校
群
を
二
群
（
川
崎
小
・

富
曽
亀
小
・
桂
小
・
浦
瀬
小
・
川
崎
東
小
、

日
越
小
・
関
原
小
・
宮
本
小
・
大
積
小
・

青
葉
台
小
）
増
や
し
ま
す
。

②
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
語
教
育
の

推
進

二
九
五
〇
万
円

小
・
中
学
校
で
の
英
語
教
育
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
英

語
指
導
を
充
実
し
ま
す
。

③
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
実
施

一
五
万
円

新
し
い
教
育
の
試
み
と
し
て
、
太
田
小

・
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

④
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
の
開
催

九
八
万
円

▼
幼
児
教
育
の
充
実

①
私
立
幼
稚
園
運
営
費
、
障
害
児
教
育
費

の
助
成

一
五
五
八
万
円

②
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
の
助
成

二
九
〇
万
円

③
預
か
り
保
育
推
進
事
業
の
助
成

一
五
〇
万
円

④
「
お
は
な
し
講
座
」
研
修
会
の
助
成

二
五
万
円

▼
義
務
教
育
の
充
実

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
教
育
推
進
運
動

三
六
三
八
万
円

②
学
校
不
適
応
対
策

七
七
四
万
円

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
の
教
室

相
談
員
を
活
用
し
て
対
策
を
進
め
ま
す
。

③
外
国
人
子
女
の
支
援

五
七
万
円

日
本
語
指
導
や
生
活
適
応
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

▼
教
育
環
境
の
整
備

①
校
舎
等
の
整
備

九
億
九
三
二
八
万
円

阪
之
上
小
学
校
の
校
舎
を
防
災
と
環
境

に
配
慮
し
て
全
面
改
築
し
ま
す
。
新
し
い

校
舎
は
、
平
成
十
三
年
度
に
完
成
し
ま
す
。

栖
吉
小
学
校
と
大
島
小
学
校
の
校
舎
を

大
規
模
改
造
し
、
希
望
が
丘
小
学
校
体
育

館
の
耐
震
補
強
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

岡
南
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
拡
張
整

備
し
ま
す
。

②
学
習
情
報
化
の
推
進一

億
六
六
六
三
万
円

全
小
・
中
・
養
護
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
接
続
し
、
全
中
学
校
を
「
学
習
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
結
び
ま
す
。

ま
た
、
児
童
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成

す
る
た
め
、
小
学
校
十
一
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
室
に
児
童
二
人
に
一
台
ず
つ
の
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

③
長
岡
大
学
（
仮
称
）
設
置
経
費
の
補
助

五
八
〇
〇
万
円

平
成
十
三
年
四
月
に
開
学
す
る
長
岡
大

学
に
、
校
舎
や
教
具
、
図
書
等
の
整
備
費

を
補
助
し
ま
す
。

▼
青
少
年
の
健
全
育
成

①
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

三
三
二
七
万
円

新
た
に
栖
吉
、
神
田
、
中
島
、
新
組
児

童
館
で
実
施
し
、
合
計
十
五
カ
所
に
な
り

ま
す
。

②
青
少
年
「
生
き
る
力
」
育
成
事
業

一
五
五
万
円

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
よ
さ
や
伝
統
に

ふ
れ
る
機
会
と
な
る
「
子
ど
も
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
広
場
」「
青
少
年
芸
能
フ
ェ
ス

タ
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
中
学
生
を
対
象
に
「
夢

さ
が
し
発
見
塾
」
を
実
施
し
ま
す
。

③
少
年
教
育
の
推
進

七
八
五
万
円

子
ど
も
会
を
育
成
し
、
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
を
実
施
し
ま
す
。

④
ポ
ニ
ー
・
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催

一
〇
〇
万
円

東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
の
動
物
や
自

然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と
な
る
カ
ー
ニ
バ
ル

を
実
施
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
の
推
進

①
第
二
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
の
策

定

一
六
八
万
円

昨
年
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果

や
生
涯
学
習
推
進
会
議
の
討
論
を
踏
ま
え
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
実
施
す
る
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

四
億
五
二
九
三
万
円

山
通
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。
日
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
て
、
実
施
設

計
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
青
葉
台
、
四
郎
丸
、
上
川
西
地

１２

個性と創造性をはぐく
む教育と文化の向上

�

▲青少年芸能フェスタ

区
に
つ
づ
き
、
新
た
に
十
日
町
地
区
で
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

③
町
内
公
民
館
の
建
設
補
助三

二
〇
一
万
円

五
つ
の
町
内
に
補
助
し
ま
す
。

▼
地
域
文
化
の
創
造
・

体
育
活
動
の
充
実

①
�財
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
の
支
援

九
五
九
八
万
円

自
主
事
業
、
文
化
活
動
事
業
を
支
援
し
、

市
民
文
化
を
育
て
ま
す
。

②
県
立
歴
史
博
物
館
の
整
備
促
進

一
億
一
七
六
五
万
円

③
県
立
歴
史
博
物
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
実
施

三
〇
〇
万
円

今
年
八
月
の
開
館
を
記
念
し
て
、
市
民

植
樹
や
岡
本
太
郎
展
を
実
施
し
ま
す
。

④
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備

八
八
六
五
万
円

⑤
県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
誘
致
促
進二

五
万
円

⑥
悠
久
山
野
球
場
の
拡
張
・
改
修

二
億
九
〇
〇
万
円

両
翼
九
八
㍍
（
現
行
九
〇
㍍
）、
中
堅

一
二
二
㍍
（
同
一
二
〇
㍍
）
に
拡
張
し
、

全
国
レ
ベ
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
規
格
を
実
現

し
ま
す
。

⑦
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

四
六
八
万
円

１３

平 成 12 年 度 予 算 案
こ の 予 算 案 は ３ 月 定 例 市 議 会 で 審 議 さ れ ま す

個性と創造性をはぐくむ教育と文化の向上

○国際化社会に対応できる個性豊かな人材を育成するため、

長岡独自の教育環境を整備します。

○市民の自発的な活動を支援し、地域に根ざした文化、ス

ポーツを振興します。

▲長岡の人材教育

�



▼
介
護
保
険
の
実
施

六
四
億
三
五
〇
〇
万
円

①
介
護
保
険
制
度
の
運
営

介
護
認
定
審
査
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

②
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用

日
数
を
拡
大
し
ま
す
。

③
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
実
施
し

ま
す
。

▼
福
祉
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

①
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

二
億
一
二
九
四
万
円

介
護
保
険
の
対
象
外
の
人
の
た
め
、
自

立
認
定
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

家
族
介
護
を
支
援
す
る
た
め
、
家
族
の

都
合
で
介
護
で
き
な
い
場
合
に
、
年
七
日

間
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
で
き
る
短
期
入
所

事
業
や
家
族
介
護
用
品
等
支
給
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
新
た
に
下
川
西
、
深
才
、
王
寺

川
、
福
戸
、
太
田
、
大
積
地
区
の
六
地
区

に
配
置
し
、
市
内
三
十
地
区
す
べ
て
の
配

置
を
完
了
し
ま
す
。

②
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

五
九
一
六
万
円

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
心
身
障
害
者
の
交
通
費
助
成
を
自

動
車
燃
料
費
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
等
支
給
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

③
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

二
億
五
二
八
九
万
円

機
能
訓
練
お
よ
び
介
護
予
防
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
総
合
健
康
診
査
、
基
本
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
の
対
象
年
齢
を
三
十
歳
〜
六
十
歳
に
拡

大
し
ま
す
。
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
四
歳
児
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

④
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

六
〇
一
七
万
円

平
成
十
二
〜
十
四
年
度
の
継
続
事
業
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る
相
談
・
申
請
な

ど
の
窓
口
を
一
元
化
し
、
窓
口
移
動
の
解

消
と
相
談
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
、
福

１４

明るく健やかに暮らす
福祉・保健の充実

�

▲介護サービス計画（ケアプラン）の作成

▲長岡駅大手口エレベーターの竣工式
高齢者や障害者が安全に、また円滑に駅を利用できるよう
設置しました。

祉
総
合
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

▼
児
童
福
祉
の
充
実

①
公
・
私
立
認
可
保
育
所
保
育
料
の
軽
減

三
億
二
二
一
五
万
円

国
が
示
す
保
育
料
の
基
準
に
対
し
、
二

二
％
を
軽
減
措
置
し
ま
す
。

②
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

三
億
三
一
一
五
万
円

新
保
保
育
園
、
恵
和
保
育
園
な
ど
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
十
カ
所

で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
宮
内
保
育
所
で
行

い
ま
す
。
乳
児
・
延
長
保
育
促
進
事
業
を

拡
充
し
ま
す
。

③
保
育
所
広
域
入
所
の
実
施

二
九
二
万
円

近
隣
市
町
村
と
長
岡
市
と
の
間
で
相
互

に
児
童
を
受
け
入
れ
ま
す
。

④
こ
ど
も
発
達
相
談
室
の
充
実

一
一
五
〇
万
円

専
任
ス
タ
ッ
フ
を
二
人
増
員
し
ま
す
。

⑤
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
再
利
用
事
業
の

実
施

一
九
九
万
円

四
月
一
日
か
ら
六
歳
未
満
児
に
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
る
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
再
利
用
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
福
祉
施
設
の
整
備

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岡
南
の
郷
（
仮

称
）
建
設
の
助
成

二
億
六
〇
〇
万
円

②
上
除
・
木
の
芽
保
育
所
（
仮
称
）
の

統
合
改
築

一
億
一
一
六
二
万
円

平
成
十
二
〜
十
三
年
度
継
続
事
業
で
、

上
除
・
木
の
芽
保
育
所
（
仮
称
）
を
統
合

改
築
し
ま
す
。

③
私
立
認
可
保
育
所
施
設
整
備
の
助
成

一
二
三
六
万
円

大
島
保
育
園
の
施
設
整
備
な
ど
に
助
成

し
ま
す
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
実
施

①
障
害
者
・
高
齢
者
住
宅
改
造
費
の

助
成
等

三
八
〇
〇
万
円

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
の
整
備

三
六
八
〇
万
円

歩
行
者
や
車
い
す
利
用
者
が
安
全
で
快

適
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
道
路
構
造
の
改

善
や
横
断
歩
道
の
消
雪
改
良
、
歩
道
の
改

築
を
進
め
ま
す
。

③
長
岡
駅
大
手
口
地
下
道
階
段
手
す
り
の

設
置

九
〇
万
円

④
市
役
所
本
庁
舎
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

の
実
施

五
一
〇
万
円

点
字
誘
導
路
、
木
製
の
階
段
手
す
り
を

設
置
し
ま
す
。

１５

平 成 12 年 度 予 算 案
こ の 予 算 案 は ３ 月 定 例 市 議 会 で 審 議 さ れ ま す

▲地域子育て支援センター（宮内保育所）

明るく健やかに暮らす福祉・保健の充実

○介護保険による福祉サービスはもとより、これまで行っ

てきた福祉・保健サービスについても強化・充実を図り

ます。

○乳児保育、延長保育を拡充し、安心して子育てができる

支援体制を整備します。

○高齢者・障害者が安心して暮らせるバリアフリー対策を

実施します。
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▼
景
気
対
策
の
推
進

①
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化

八
六
億
二
五
八
万
円

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る

中
小
企
業
者
の
資
金
難
を
緩
和
す
る
た
め
、

景
気
対
策
特
別
融
資
お
よ
び
中
小
企
業
関

連
倒
産
防
止
等
特
別
融
資
を
半
年
間
延
長

し
、
平
成
十
二
年
九
月
末
日
ま
で
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
積

極
的
に
支
援
す
る
た
め
融
資
制
度
を
拡
充

し
ま
す
。

②
工
場
等
立
地
促
進
資
金
貸
付
事
業

一
一
億
四
九
四
七
万
円

工
場
な
ど
の
立
地
に
対
し
、
貸
し
付
け

し
ま
す
。
併
せ
て
、
長
岡
市
工
場
等
誘
致

条
例
の
税
制
優
遇
措
置
の
適
用
条
件
を
緩

和
し
ま
す
。

③
設
備
近
代
化
促
進
資
金
融
資
の
実
施

一
億
八
五
二
万
円

④
長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
へ
の

企
業
誘
致

一
一
五
七
万
円

二
十
六
区
画
（
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
分
譲
を
進
め
ま
す
。

⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
情
報
交
換
会
の
開
催

九
万
円

海
外
や
国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
と
取
引
実

績
の
あ
る
市
内
企
業
が
参
加
す
る
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑥
地
域
産
業
の
受
注
促
進

四
四
六
万
円

中
小
企
業（
鉄
工
・
鋳
物
・
ア
パ
レ
ル
・
木

工
家
具
）
受
注
促
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

⑦
住
宅
融
資
制
度
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
、

勤
労
者
住
宅
、
一
般
住
宅
）
の
実
施

一
五
億
一
三
六
三
万
円

⑧
道
路
・
公
共
施
設
建
設
事
業
等
の
推
進

九
〇
億
三
九
五
一
万
円

▼
労
働
・
雇
用
対
策
の
充
実

①
雇
用
の
確
保

一
億
五
八
七
二
万
円

全
十
一
事
業
か
ら
な
る
緊
急
地
域
雇
用

特
別
交
付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

雇
用
の
確
保
の
た
め
雇
用
開
発
推
進
員
を

二
人
採
用
す
る
ほ
か
、
雇
用
労
働
相
談
会
、

就
職
選
考
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

中
高
年
離
職
者
の
就
職
支
援
の
た
め
、

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
講
座
受
講
費
な
ど

を
補
助
し
ま
す
。

②
高
年
齢
者
労
働
能
力
活
用
事
業
の
助
成

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金
）

三
三
五
二
万
円

▼
商
業
活
動
活
性
化
の
支
援

①
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

八
八
万
円

②
商
店
街
活
動
活
性
化
支
援
事
業
（
商
店

街
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
）二

五
三
〇
万
円

空
き
店
舗
な
ど
の
活
用
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

関
原
地
区
、
宮
内
地
区
な
ど
に
商
店
街

活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
の
開
設
を
支
援
し
、

一
店
逸
品
運
動
を
助
成
し
ま
す
。

１６

地域を支える
活力ある産業の振興

�

▲逸品を探して、個店をめぐる長岡逸品ファンクラブのみなさん

▲東京都に出荷される長岡市が認証した特別栽培米

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
等
の
支
援

①
地
域
産
業
技
術
開
発
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の
支
援

四
五
三
九
万
円

地
域
産
業
の
技
術
高
度
化
、
高
付
加
価

値
化
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
産
業
技
術

開
発
を
支
援
し
ま
す
。

②
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資
の
実
施

九
二
六
一
万
円

③
バ
ー
チ
ャ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
事

業
の
支
援

一
五
〇
万
円

④
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
等
認
証
取

得
の
支
援

三
九
五
万
円

⑤
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援

一
三
六
二
万
円

産
業
廃
棄
物
再
利
用
に
関
す
る
研
究
開

発
、
高
齢
者
施
設
向
け
リ
ハ
ビ
リ
機
器
の

商
品
開
発
、
酒
粕
の
高
付
加
価
値
利
用
法

の
開
発
を
支
援
し
ま
す
。
産
学
共
同
研
究

成
果
発
表
会
お
よ
び
産
学
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。

⑥
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
開
催

一
〇
〇
万
円

地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
市
民
を

対
象
と
し
た
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▼
観
光
の
推
進

①
広
域
観
光
の
推
進

二
八
四
万
円

②
二
十
一
世
紀
長
岡
ま
つ
り
の
検
討

一
〇
〇
万
円

市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
検
討

し
ま
す
。

③
観
光
振
興
方
策
の
検
討

四
二
七
万
円

今
後
の
観
光
振
興
の
基
本
的
方
向
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

④
市
営
ス
キ
ー
場
通
年
利
用
の
推
進

三
四
一
〇
万
円

平
成
十
二
年
四
月
オ
ー
プ
ン
の
サ
マ
ー

ボ
ブ
ス
レ
ー
を
運
営
し
ま
す
。
サ
マ
ー
ス

キ
ー
場
の
整
備
に
向
け
、
実
施
設
計
な
ど

を
行
い
ま
す
。

市
営
ス
キ
ー
場
お
よ
び
周
辺
施
設
の
通

年
利
用
の
た
め
四
季
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
（
春
…
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
サ
マ
ー
ス
キ
ー

体
験
な
ど
、
夏
…
子
ど
も
ま
つ
り
な
ど
、

秋
…
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
、
冬
…
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
）。

▼
農
業
・
農
村
の
活
性
化

①
農
業
・
農
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

二
〇
七
二
万
円

集
落
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
モ
デ
ル
事

業
を
新
た
に
五
地
区
で
行
い
ま
す
。
農
業

生
産
組
織
育
成
事
業
と
し
て
、
生
産
組
織

の
共
同
利
用
機
械
導
入
に
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、

新
規
就
農
者
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

②
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
助
成
事
業

四
三
三
万
円

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
多
面
的
な

機
能
の
確
保
の
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

③
集
落
地
域
活
力
再
生
基
本
計
画
の
策
定

五
〇
八
万
円

④
生
産
基
盤
の
整
備

三
億
三
三
三
二
万
円

県
営
六
地
区
、
団
体
営
二
地
区
の
ほ
場

整
備
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
県
営
三
地
区
、

県
単
三
地
区
、
市
単
五
地
区
の
か
ん
が
い

排
水
事
業
を
行
い
ま
す
。
農
道
整
備
事
業

と
し
て
川
東
・
川
西
地
区
基
幹
農
道
を
整

備
し
ま
す
。

⑤
生
産
・
流
通
対
策

一
億
一
一
六
一
万
円

と
も
補
償
推
進
補
助
金
の
助
成
な
ど
米

生
産
調
整
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
な

が
お
か
米
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の
一
環
と
し

て
、
地
域
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
導

入
に
向
け
検
討
を
始
め
ま
す
。

園
芸
マ
イ
ス
タ
ー
の
派
遣
や
簡
易
養
液

栽
培
実
証
試
験
を
行
い
、
後
継
者
育
成
と

新
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

林
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
国
産
材
加
工

施
設
建
設
に
助
成
し
ま
す
。

⑥
農
業
集
落
排
水
事
業三

億
九
五
一
五
万
円

十
日
町
地
区
管
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑦
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催一

〇
〇
万
円

１７

平 成 12 年 度 予 算 案
こ の 予 算 案 は ３ 月 定 例 市 議 会 で 審 議 さ れ ま す

▲サマーボブスレーコース

地域を支える活力ある産業の振興

○景気対策、雇用対策の推進を図ります。

○広域商業圏の拠点都市として、中心市街地の活性化を図

るとともに、新しい産業を起こすための条件を整備しま

す。

○長岡の豊かな自然や文化、歴史的遺産等の観光資源を生

かした通年観光を目指すとともに、周辺市町村と連携し

た広域観光を推進します。

○農業・農村の活性化を図るため、地域ぐるみ農業を確立

します。
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▼
中
心
市
街
地
の
整
備

①
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

六
一
五
万
円

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

②
厚
生
会
館
地
区
整
備
計
画
の
再
検
討

二
一
八
四
万
円

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
可
能
性
を
検
討
す
る

た
め
、
老
朽
度
を
調
査
し
、
そ
の
後
、
整

備
に
つ
い
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。

③
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進

九
五
九
七
万
円

大
手
通
中
央
地
区
、
大
手
通
表
町
地
区
、

大
手
通
二
番
街
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事

業
を
促
進
し
ま
す
。

④
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
促
進

四
六
万
円

城
内
町
地
区
の
モ
ー
ル
整
備
事
業
を
促

進
し
ま
す
。

⑤
長
岡
操
車
場
地
区
の
開
発
整
備

一
七
一
〇
万
円

⑥
市
営
表
町
駐
車
場
の
再
開五

八
三
七
万
円

▼
西
部
丘
陵
地
整
備
事
業

①
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ
（
ロ
ケ
ッ
ト
等
宇

宙
開
発
関
連
品
）
見
学
会
の
実
施

三
一
九
万
円

子
ど
も
の
宇
宙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

②
森
づ
く
り
・
科
学
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
等

六
〇
万
円

第
二
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
む
け
、「
森
づ
く

り
」
と
「
科
学
館
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。

③
西
部
丘
陵
地
関
連
道
路
の
整
備

四
億
二
五
六
〇
万
円

市
道
西
幹
線
七
七
号
線
ほ
か
二
路
線
を

整
備
し
ま
す
。

▼
生
活
道
路
、

上
下
水
道
等
の
整
備

①
道
路
橋
り
ょ
う
の
整
備

一
八
億
六
四
六
〇
万
円

②
柿
川
遊
歩
道
の
整
備

三
五
〇
万
円

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
の
整
備

三
六
八
〇
万
円

④
上
水
道
の
整
備

七
億
四
二
〇
〇
万
円

平
成
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
浄
水

シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
配
水
管

・
石
綿
管
の
敷
設
替
を
し
ま
す
。
新
栖
吉

加
圧
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し
ま
す
。

⑤
公
共
下
水
道
の
整
備

四
一
億
六
〇
〇
〇
万
円

汚
水
管
、
雨
水
管
、
中
央
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
十

二
年
度
末
普
及
率
見
込
み
は
九
三
・
一
％

に
な
り
ま
す
（
農
業
集
落
排
水
事
業
を
含

ん
だ
普
及
率
見
込
み
は
九
五
・
七
％
）

⑥
都
市
雨
水
対
策
計
画
の
策
定

一
三
一
三
万
円

⑦
市
営
住
宅
の
環
境
整
備

八
七
八
〇
万
円

⑧
公
園
の
整
備

一
億
八
四
三
万
円

長
峰
、
川
崎
東
、
渡
沢
な
ど
の
街
区
公

園
・
児
童
遊
園
を
整
備
し
ま
す
。
ふ
れ
あ

い
緑
道
を
新
保
二
丁
目
な
ど
に
整
備
し
ま

す
。
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
の
た
め
、

保
存
調
査
設
計
を
し
ま
す
。

⑨
土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進

二
億
八
四
二
九
万
円

古
正
寺
、
関
原
東
部
、
長
岡
駅
東
な
ど

の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

〇10
集
落
地
域
活
力
再
生
基
本
計
画
の
策
定

五
〇
八
万
円

市
街
化
調
整
区
域
の
地
域
活
性
化
を
進

め
る
た
め
、
集
落
地
域
活
力
再
生
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

①
長
岡
東
西
道
路
の
整
備
促
進四

一
八
万
円

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備

九
億
四
〇
三
五
万
円

古
正
寺
町
槇
下
線
ほ
か
五
路
線
を
整
備

し
ま
す
。

③
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

一
六
一
五
万
円

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
助
成
し

ま
す
。
バ
ス
待
合
所
設
置
に
助
成
し
ま
す
。

１８

出会いと交流を演出
する都市基盤の整備

�

▲西部丘陵地

▲中心市街地

出会いと交流を演出する都市基盤の整備

○都心地区の活性化を図るため、多様で質の高い都市機能

の集積を推進します。

○道路や上・下水道など生活基盤の整備に努め、総合的な

都市機能、住環境が整備されたまちづくりを推進します。

○長岡東西道路等の環状道路の整備を促進するとともに、

周辺市町村との交通ネットワークなど総合的な交通体系

を構築します。

�

▼
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定三

四
〇
万
円

後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
（
仮
称
）、

意
見
交
換
会
、
地
域
別
懇
談
会
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
会
議
室
な
ど
を
開
催
し
、
第
二

次
新
長
岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

▼
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

①
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

六
一
五
万
円

②
厚
生
会
館
地
区
整
備
計
画
の
再
検
討

二
一
八
四
万
円

③
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
促
進

四
六
万
円

④
西
部
丘
陵
地
森
づ
く
り
・
科
学
館
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等

六
〇
万
円

⑤
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備二

八
二
〇
万
円

⑥
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備

八
八
六
五
万
円

⑦
市
民
活
動
研
修
参
加
費
の
助
成二

四
万
円

▼
広
域
行
政
の
推
進

①
広
域
連
携
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

二
〇
〇
万
円

民
間
の
連
携
実
態
を
調
査
し
、
広
域
連

携
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

②
広
域
観
光
の
推
進

二
八
四
万
円

③
保
育
所
広
域
入
所
の
実
施

二
九
二
万
円

▼
デ
ザ
イ
ン
都
市
長
岡
の
推
進

①
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
二
〇
〇
〇
の
開
催

五
〇
〇
万
円

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

②
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
開
催

一
〇
〇
万
円

③
景
観
写
真
展
の
開
催

六
九
万
円

▼
高
度
情
報
化
の
推
進

①
学
習
情
報
化
の
推
進一

億
六
六
六
三
万
円

②
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
開
設
の
支
援

二
二
万
円

③
バ
ー
チ
ャ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
事

業
の
支
援

一
五
〇
万
円

④
中
央
図
書
館
、
科
学
博
物
館
の
資
料
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

四
一
三
万
円

⑤
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

六
〇
一
七
万
円

▼
国
際
交
流
の
推
進

①
市
民
主
体
の
国
際
交
流
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定

三
〇
〇
万
円

市
民
主
体
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
た

め
懇
談
会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
国

際
交
流
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
す
。

②
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
等
と
の
交
流

六
六
六
万
円

③
�財
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
の
支
援

二
四
〇
八
万
円

④
在
住
外
国
人
に
対
す
る
支
援四

四
四
万
円

在
住
留
学
生
に
対
す
る
舞
台
鑑
賞
割
引

券
の
発
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

①
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
の
推
進

五
二
三
万
円

②
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
仮
称
）
の
策
定

一
二
三
万
円

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
懇
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
な
が
お
か
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

１９

平 成 12 年 度 予 算 案
こ の 予 算 案 は ３ 月 定 例 市 議 会 で 審 議 さ れ ま す

その他の施策
�

▲馬高遺跡の発掘調査

▲ヒューマンズ・フォーラム・イン長岡’99

その他の施策

○第二次新長岡発展計画後期基本計画を策定します。

○市民参加によるまちづくりを推進します。

○広域行政の推進を図ります。

○デザイン都市長岡を推進します。

○情報ネットワークの整備・促進を図ります。

○市民主体の国際交流を推進します。

○男女共同参画社会の形成を推進します。

�



●
「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」

公
開
講
演
会
（
無
料
）

日
時
‖
３
月
10
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
‖
市
立
劇
場
大

ホ
ー
ル

演
題
‖
自
立
と
支
え
合

い

講
師
‖
角
田
山
妙
光
寺
住
職

・
小
川
英え

い

爾じ

さ
ん

講
座
や
教
室
の
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お
お

む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
心
者
教
室

「
あ
な
た
も
世
界
へ
情
報
発
信
」

世
界
中
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
め
ぐ

り
や
楽
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
‖
３
月
13
日
�
・
15
日
�
の

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会

場
‖
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
工
学
演

習
室

定
員
‖
20
人

参
加
料
‖

１
、０
０
０
円

申
し
込
み
‖
前
日

ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務

室
へ

●
楽
し
い
教
養
講
座

男
性
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
‖
４
月
〜
９
月

時
間
‖
午

後
６
時
〜
８
時
（
料
理
の
み
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
）

教
材
費
‖

花
道
１
７
、５
０
０
円
、
料
理
１
４
、

０
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン
毛
筆
８
、

０
０
０
円

申
し
込
み
‖
３
月
13

日
�
〜
31
日
�
に
教
材
費
、
利
用

者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
持
参

●
「
お
こ
わ
だ
ん
ご
」
加
工

日
時
‖
３
月
18
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

定
員
‖
20
人

参
加

料
‖
５
０
０
円

申
し
込
み
‖
３

月
10
日
�
午
前
９
時
か
ら

●
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

植
え
付
け
‖
４
月
16
日
�
午
前
９

時
〜
正
午

収
穫
‖
７
月
１
日
�

・
２
日
�
の
ど
ち
ら
か
（
ほ
か
に

除
草
、
土
寄
せ
等
の
作
業
が
必
要
。

収
穫
し
た
い
も
は
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
）

定
員
‖
20
家
族
（
１
家

族
33
株
く
ら
い
）

参
加
料
‖
１

家
族
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
‖

３
月
15
日
�
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
「
じ
ゃ
が
い
も

■
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
歓
迎
会
と

留
学
説
明
会
（
無
料
）

日
時
‖
４
月
２
日
�
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
‖
神
田
公
民
館

問
い
合
わ
せ
‖
Ａ

Ｆ
Ｓ
長
岡
支
部
・
須
藤
さ
ん
�
・
�
35
・
４

２
２
２

■
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
＆
長
岡

青
少
年
親
善
大
使
弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
‖
３
月
30
日
�
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
‖
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

入
場
料
‖
無
料

問
い
合
わ
せ
‖

国
際
文
化
課
�
39
・
２
２
０
７

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

日
時
‖
３
月
18
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場
‖
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水

道
町
３
）
４
階
大
ホ
ー
ル

対
象
‖
小
学

１
〜
６
年
生
の
親
子

定
員
‖
30
組

問

い
合
わ
せ
‖
３
月
11
日
�
ま
で
に
長
岡
市

手
話
サ
ー
ク
ル
・
大
野
さ
ん
�
・
�
39
・
４

１
４
５
へ

■
新
潟
県
大
学
生
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会
（
無
料
）

日
時
‖
３
月
18
日
�
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
‖
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

曲
目
‖
ロ
ー
マ
の
祭
り
よ
り
（
レ

ス
ピ
ー
ギ
）、
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
ほ
か

問
い
合
わ
せ
‖
金
子
さ
ん
�
０
９
０
・
１
６

９
９
・
３
３
９
４

■
国
立
民
族
学
博
物
館

長
岡
巡
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
無
料
）

期
日
‖
４
月
２
日
�
会
場
‖
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

時
間
と
内
容
‖
①

午
前
10
時
〜
正
午
「『
越
後
瞽
女
』
と
情
報

の
伝
承
」
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
「
新

潟
県
の
『
米
と
酒
』」

講
師
‖
国
立
民
族

学
博
物
館
長
・
石
毛
直
道
さ
ん
ほ
か

問

い
合
わ
せ
‖
長
岡
商
工
会
議
所
�
32
・
４
５

０
０ ミ

ニ
情
報
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●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ
さい。先着順で受け付けます。

お知らせお知らせ催し

２０

人口と世帯数 住民基本台帳登録数12.2.1（前月比）

191,121人
（＋12）

93,989人
（－16）

97,132人
（＋28）

64,192世帯
（－10）

中
央
公
民
館
�
32
・
０
４
３
７

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

�
32
・
４
４
２
９

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

�
34
・
５
３
６
０

ペ
ン

毛
筆 茶 道 料理 花 道 講

座

火
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

コ
ー
ス

小川流 宗
流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎茶 抹茶

30人 各15人 各24人 各35人 定
員

�財長岡市芸術文化振興財団ガイド �29・7711
■ハイビジョン・オペラ・シアター（無料）
「ニーベルングの指輪」（リヒャルト・ワーグナー作、全４部）
バイエルン国立歌劇場公演を収録したものを大型ハイビジョンで上演
します。
日時と内容＝①３月18日�午後３時30分～５時…プレトーク「収録担当
エンジニアが語る舞台裏（ゲスト／録音エンジニア・濱崎公男さん）
②３月18日�午後６時～８時40分…「ラインの黄金」 ③３月19日�正
午～午後４時10分…「ワルキューレ」 ④３月19日�午後５時30分～９
時50分…「ジークフリート」 ⑤３月20日祝�午後１時～５時40分「神々
のたそがれ」 会場＝リリックホール・シアター
※入場には整理券が必要です。整理券はリリックホ
ール、市立劇場、各プレイガイドでどうぞ。

■リリック野外劇「じゃじゃ馬ならし」
出演者募集
市民のみなさんが出演する演劇公演です。初心者
も大歓迎！（作品は変更になる場合があります）
原作＝Ｗ．シェイクスピア 構成・演出＝劇団山の
手事情社主宰・安田雅弘さん 公演＝７月21日�～
23日� 会場＝リリックホール・野外ポケットステ
ージ 申し込み＝電話で（４月16日�午後６時から
出演者ガイダンスを行います）

▲昨年のリリック野外劇
「夏の夜の夢」で

▲楽しい教養講座（花道・２月21日）

長岡市ホームページアドレス
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎａｇａｏｋａ.ｎｉｉｇａｔａ.ｊｐ

栽
培
体
験
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
｜
０
８
２
１
栖
吉
町
３

６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー
へ
（
申
し
込
み
は
１
家
族
１

枚
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

期
日
と
内
容
‖
①
３
月
14
日
�
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
よ
も
や
ま
話
」

②
３
月
27
日
�
「
介
護
保
険
の
サ

ー
ビ
ス
と
保
険
料
」

時
間
‖
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
‖
厚

生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

講
師
‖

①
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
長
岡
支
店
長
・
前
田
裕
弘
さ
ん

②
市
役
所
介
護
保
険
課
職
員

定

員
‖
①
②
各
40
人

●
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

日
時
‖
３
月
12
日
�
午
前
８
時
〜

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
‖

信
濃
川

集
合
‖
大
手
大
橋
東
詰

対
象
‖
小
学
生
〜
一
般

参
加
料
‖

50
円

持
ち
物
‖
筆
記
用
具
、
雨

具
、
あ
れ
ば

双
眼
鏡
も

申
し
込
み
‖

３
月
10
日
�

ま
で

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
‖
３
月
25
日
�
〜
31
日
�
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
（
27
日
�
を

除
く
計
６
回
）

対
象
‖
小
学
５

年
生
〜
中
学
生
ま
た
は
親
子

定

員
‖
10
人
（
親
子
は
２
人
で
１
台
）

参
加
料
‖
１
、０
０
０
円

申
し
込

み
‖
３
月
12
日
�
〜
19
日
�
に
参

加
料
を
添
え
て

●
子
ど
も
映
画
劇
場

日
時
‖
３
月
19
日
�
午
後
２
時
20

分
〜
３
時
20
分

内
容
‖
ア
ニ
メ

「
キ
ラ
キ
ラ
、
な
ま
は
げ
だ
ぞ
う
」

「
た
ぬ
き
さ
ん
大
当
た
り
」「
マ
ッ

チ
売
り
の
少
女
」

●
鉄
道
模
型
運
転
会

Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
の
電
車
を
持
っ
て

い
る
人
は
運
転
で
き
ま
す
。

日
時
‖
３
月
11
日
�
午
後
１
時
〜

５
時
、
３
月
12
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
春
休
み
将
棋
大
会

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
‖
３
月
26
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

対
象
‖
小
学
生

申

し
込
み
‖
３
月
19
日
�
ま
で

※
３
月
28
日
�
〜
31
日
�
ま
で
の

利
用
時
間
は
、
科
学
コ
ー
ナ
ー
…

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
温

水
プ
ー
ル
…
午
後
１
時
〜
５
時
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
…
午
後
２
時
20

分
と
３
時
20
分
の
２
回
で
す
。

●
趣
味
創
作
教
室（
盆
栽
教
室
）

日
時
‖
４
月
13
日
〜
10
月
19
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
（
５
月
４
日
、
６
月
29
日
、
７

月
20
日
と
８
月
は
休
み
、
計
20
回
）

定
員
‖
35
人

参
加
料
‖
４
、０
０

０
円

申
し
込
み
‖
３
月
14
日
�

〜
18
日
�
ま
で

■
い
け
ば
な
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

日
時
‖
４
月
か
ら
の
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
①
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
②
午
後

７
時
〜
９
時

会
場
‖
中
央
公
民
館

会

費
‖
月
１
、０
０
０
円
、
花
材
費
は
実
費

持
ち
物
‖
花
器
、
花
ば
さ
み
、
剣
山
（
希

望
者
に
は
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
）

申
し
込

み
‖
３
月
25
日
�
ま
で
に
中
央
公
民
館
�

32
・
０
４
３
７
へ

■
押
し
花
教
室
生
徒
募
集

会
場
‖
中
央
公
民
館

会
費
（
材
料
費
含

む
）
‖
月
１
、５
０
０
円
程
度

問
い
合
わ

せ
‖
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
・
河
田
久
美
さ

ん
�
27
・
０
６
９
１

■
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

「
ぶ
ん
ち
ゃ
か
ち
ゃ
」
公
演

日
時
‖
３
月
17
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
‖
神
田
公
民
館

内
容
‖
人
形
劇
「
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
」、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」

入
場
料
‖
５
０
０

円

申
し
込
み
‖
３
月
15
日
�
ま
で
に
小

玉
さ
ん
�
・
�
47
・
２
６
５
２
へ

■
ド
イ
ツ
映
画
鑑
賞
会

「
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
」（
無
料
）

日
時
‖
３
月
19
日
�
午
前
11
時
〜
午
後
０

時
50
分

会
場
‖
中
央
図
書
館
講
堂

問

い
合
わ
せ
‖
長
岡
日
独
協
会
・
鈴
木
さ
ん

�
33
・
７
１
６
８

■
映
画
上
映
会

期
日
と
内
容
‖
①
３
月
18
日
�
「
バ
ッ
フ

ァ
ロ
ー
’66
」
②
３
月
25
日
�
「
シ
ュ
リ
」

時
間
‖
①
午
後
１
時
30
分
、
４
時
、
７
時

30
分
②
午
前
11
時
30
分
、
午
後
２
時
10
分
、

４
時
50
分
、
７
時
30
分

会
場
‖
市
立
劇

場
大
ホ
ー
ル

入
場
料（
１
作
品
）‖
中
学

生
以
上
１
、４
０
０
円
（
当
日
は
一
般
３
０

０
円
増
、
学
生
１
０
０
円
増
）、
ペ
ア
券
２
、

４
０
０
円
、
小
学
生
と
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
介
助
者
１
、０
０

０
円（
当
日
券
の
み
）
問
い
合
わ
せ
‖
市

民
映
画
館
を
つ
く
る
会
�
32
・
４
５
０
０

２１

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
32
・
０
０
２
２

科
学
博
物
館
�
32
・
０
５
４
６

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
34
・
１
３
０
５

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

�
36
・
７
２
０
０

国営越後丘陵公園からのお知らせ
●雪割草展示会（無料）
春を告げる山野草「雪割草」の魅

力をたっぷりとご紹介します。
期 日＝３月11日�・12日�
時 間＝午前９時30分～午後４時30分

（12日は午後３時30分まで）
会 場＝暖の館
内 容＝雪割草の展示、栽培相談・即売コーナー

●休園期間
３月13日�～４月14日�は、春の開園準備のた

めお休みします。
４月15日�からは通常どおり開園します。
問い合わせ 越後公園管理センター

�47・8001

問い合わせ 雪国植物園�46・0030
（３月17日�金までは大原さん�46・5880へ）

春 到 来 ！ ３月18日�土
雪国植物園がオープンします

時 間＝午前９時～午後５時
（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人300円、子ども200円

〔イベント〕
●雪割草まつり ３月18日�～

31日�
約５万株の雪割草が花開きます。
●森の音楽祭 ４月29日祝�午後１時

から
●春の探鳥会 ５月14日�午前５時30分から
●ホタルの夕べ ６月９日�～７月２日�午後７

時～８時30分
●夏休み子供宿題相談日 ８月20日�
●きのこ鑑定会ときのこ汁大会 10月８日�

～ボランティア募集～
雪国植物園はボランティアが運営しています。

自然を大切にし、子どもたちに美しい緑を残そう
という趣旨に賛同して、活動に参加する人を募集
します。

作業ボランティア…４月～11月第２・４日曜日に
園内の造園維持作業をします。

ガイドボランティア…来園者の案内をします。草
花の好きな人、大歓迎です。

運営費協力ボランティア…年3,000円の運営費用を
負担するボランティアです（会
員用の入場券を10枚進呈）。

▲ころりん

▲雪割草

県立近代美術館 美術鑑賞講座
『良寛と巻

まき

菱湖
りょうこ

』（無料）
新潟県に生まれた２人の書人についての考察です。
直接、会場へどうぞ。
日 時＝３月18日�午後２時から 会 場＝講堂
講 師＝主任学芸員・松矢国憲さん

問い合わせ 県立近代美術館�28・4111



２３

・
２
年
生
…
年
６
、０
０
０
円
、
３
年
生
以

上
…
年
１
２
、０
０
０
円
⑤
土
田
さ
ん
�
31
・

３
９
３
３

◇
川
崎
東
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

①
第
２
土
曜
日
、
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午（
月
３
回
）
②
川
崎
東
小
学
校
③
小
学
生

④
年
６
、０
０
０
円
（
入
会
金
４
、０
０
０

円
）
⑤
大
森
さ
ん
�
36
・
９
１
４
０

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
‖
４
月
14
日
〜
５
月
26
日
の
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
‖
中
央
公

民
館
音
楽
室

参
加
料
‖
１
、０
０
０
円
（
初

回
に
）

持
ち
物
‖
動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴

申
し
込
み
‖
小
林
さ
ん
�
33
・
０

０
４
１

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
‖
４
月
５
日
〜
７
月
26
日
の
毎
週
水

曜
日
①
午
後
７
時
〜
８
時
②
午
後
８
時
〜

９
時

会
場
‖
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

参

加
料
‖
①
②
各
４
、３
０
０
円
（
両
方
と
も

参
加
の
場
合
は
８
、３
０
０
円
）

申
し
込

み
‖
生
涯
学
習
・
体
育
課
�
32
・
５
１
１
０

ま
た
は
初
回
に
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ

せ
‖
長
岡
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
笠

井
さ
ん
�
32
・
１
５
３
４

■
市
老
連
健
康
ダ
ン
ス
会
員
募
集

日
時
‖
４
月
か
ら
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
‖
厚
生
会
館

中
ホ
ー
ル

年
会
費
‖
８
、０
０
０
円

募

集
人
数
‖
30
人
程
度

申
し
込
み
‖
４
月

７
日
�
か
４
月
14
日
�
に
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
‖
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

佐
々
木
さ
ん
�
32
・
８
１
３
９

■
お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時
‖
４
月
９
日
〜
９
月
24
日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
６
時
か
ら

集
合
‖
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク

参
加
料
‖
小
・
中
学
生
３
０

０
円
、
高
校
生
以
上
１
、０
０
０
円

申
し

込
み
‖
３
月
31
日
�
ま
で
に
生
涯
学
習
・

体
育
課
�
32
・
５
１
１
０
へ

問
い
合
わ
せ

‖
長
岡
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
安
藤

誠
作
さ
ん
�
35
・
５
２
５
０

悠久山水泳教室
会 場＝悠久山屋内温水プール�35・6368
持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝３月13日�～18日�に①悠久山プールへ直接②

往復はがきに郵便番号、住所、氏名（未成年者
は保護者名も）、性別、電話番号、生年月日、希
望コース（第１・２希望）を記入して、〒940-
0827悠久町336悠久山屋内温水プールへ

・対象者は、12年４月現
在の年次、学年です。
・電話での申し込みはできません。申し込み多数の場合は
抽選し、結果を３月27日�に発送します。
・参加料は各コースの初日に持参してください。このほか
にプール使用料（大人400円、高校生・65歳以上300円、
中学生以下150円）が必要です。

コ ー ス 名 曜 日 と 時 間 期 間 定 員 対 象 参加料 内 容

幼 児

水 16：15～17：00 4/12 ～ 7/19 50人

年中・年長児

6,000円 水慣れから、初歩的な泳ぎ方までを学
びます。
○恐怖心の除去
○補助具付水泳

木 16：15～17：00 4/13 ～ 7/6 40人

土 Ａ10：15～11：00
Ｂ11：00～11：45 4/15 ～ 7/15※ 各25人

基 礎
火 16：30～17：30 4/11 ～ 7/18 50人

小学1・ 2年生
6,000円 初歩動作から、基礎的な泳き方までを

学びます。
○クロール・背泳ぎの習得

金 16：30～17：30 4/14 ～ 7/21 40人
土 16：00～17：00 4/15 ～ 7/15※ 40人

育 成
月 17：00～18：30 4/10 ～ 7/17 30人

小学3～ 6年生
7,000円

個々の泳力に応じて、４泳法の習得を
めざします。水 17：00～18：30 4/12 ～ 7/19 30人

土 17：00～18：30 4/15 ～ 7/22 40人

選 手 養 成 月・土 17：00～18：30
火～金 17：30～19：00

4/10 ～ 7/22
都合により変更あり 20人 選手をめざす

小学3年～中学生 10,000円 選手をめざすために必要な技術を学び
ます。

マ ス タ ー ズ
月 18：30～20：00 4/10 ～ 7/17 50人 一 般 成 人

初心者から中級者まで
7,000円

体力づくりや、健康づくりのための正
しい泳ぎ方を学びます。
○泳力増進・４泳法の習得
○無理のない泳ぎ方の習得

土 18：30～20：00 4/15 ～ 7/22 35人

シ ル バ ー
月 Ａ12：30～13：30

Ｂ13：30～14：30 4/10 ～ 7/17
各25人

おおむね60歳以上
（初心者から

中級者まで）
各7,000円

金 Ａ12：30～13：30
Ｂ13：30～14：30 4/14 ～ 7/21

婦 人
火 Ａ10：30～11：30

Ｂ11：30～12：30 4/11 ～ 7/18
各30人

女 性
（初心者から

中級者まで）

各6,000円

木 Ａ10：30～11：30
Ｂ11：30～12：30 4/13 ～ 7/6 各6,500円

ア ク ア ビ ク ス
水 Ａ12：30～13：15

Ｂ13：15～14：00 4/12 ～ 7/19
各25人 一 般 成 人

各6,000円 音楽等に合わせて、体力づくりに必要
な水中運動（エアロビクス）の基本動
作を学びます。木 Ａ12：30～13：15

Ｂ13：15～14：00 4/13 ～ 7/6 各6,500円

水中ウォーキング

月 Ａ10：30～11：30
Ｂ11：30～12：30 4/10 ～ 7/17

各20人 一 般 成 人

各7,000円

腰痛や肥満対策のために必要な水中動
作（ウォーキング）を学びます。水 Ａ10：30～11：30

Ｂ11：30～12：30 4/12 ～ 7/19 各6,000円

金 Ａ10：30～11：30
Ｂ11：30～12：30 4/14 ～ 7/21 各7,000円

シンクロナイズドスイミング 木 17：30～19：00 4/13 ～ 7/6 20人 小学3年～中学生 6,500円 基本的な技術を学びます。
ダ イ ビ ン グ 日 10：30～12：00 4/9 ～ 7/16 20人 ど な た で も 5,500円 飛込の基本技術を学びます。

水 球
月 16：00～17：00
土 15：00～16：00 4/10 ～ 7/22 12人 小学1～ 3年生 5,000円 ４泳法および水球競技の基本動作の習

得をめざします。
土 13：30～14：30 4/15 ～ 7/22 12人 小学1～ 3年生 3,000円

6,500円

各3,000円

7,000円
3,000円

6,000円
6,500円

6,500円

※第２・第４土曜日は教室を開催しません。

◆
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
長
岡
市
だ
よ
り
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
後
２
時
35
分
か
ら
２
分
間

◆
長
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
長
岡
市
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
４
分
間

●
読
者
の
つ
ど
い

日
時
‖
３
月
24
日
�
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

内
容
‖
篠
田
節
子
著

「
レ
ク
イ
エ
ム
」

会
場
‖
講
座

室
１

●
女
性
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

〜
女
性
学
最
前
線
〜

日
時
‖
３
月
25
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
‖
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
‖
「
性
暴

力
と
法
律
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
〜

Ｄ
Ｖ
（
夫
や
恋
人
か
ら
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
）、
セ
ク
ハ
ラ
、
家
庭

内
暴
力
〜
」

講
師
‖
弁
護
士
・

吉
岡
睦
子
さ
ん

定
員
‖
60
人

参
加
料
‖
無
料

申
し
込
み
‖
３

月
23
日
�
ま
で
に
電
話
で
（
�
39
・

２
２
８
０
も
可
）

●
女
と
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
考
え
る
情
報
誌「
あ
ぜ
り
あ
」

15
号
が
で
き
ま
し
た

公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
委
員
が

編
集
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
は

「
私
の
選
択
〜
女
性
と
仕
事
〜
」

で
す
。
厚
生
会
館
、
中
央
図
書
館
、

各
地
区
公
民
館
、
け
さ
じ
ろ
荘
、

市
役
所
１
階
案
内
所
な
ど
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

●
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
平
日
の
開
館
時
間
が

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
に
変
わ
り

ま
す
（
７
月
１
日
〜
９
月
15
日
は

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
）。

問
い
合
わ
せ
‖
悠
久
山
屋
内
温
水

プ
ー
ル
�
35
・
６
３
６
８

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

２２

■
立
松
和
平
講
演
会

「
川
と
共
に
生
き
る
」（
無
料
）

日
時
‖
４
月
５
日
�
午
後
７
時
15
分
か
ら

会
場
‖
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
２
階
悠
久

の
間

定
員
‖
２
０
０
人

申
し
込
み
‖

３
月
20
日
祝	
必
着
で
、
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
「
立
松
和
平
講

演
会
参
加
希
望
」
を
記
入
し
て
、
〒
９
４

０
｜
１
１
５
１
三
和
３
の
１
２
３
の
15



長
岡
青
年
会
議
所
�
34
・
０
０
６
９
へ

■
囲
碁
初
心
者
講
座

日
時
‖
４
月
１
日
〜
７
月
29
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
か
ら
（
計
18
回
）

定
員

‖
20
人

受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

‖
１
０
、０
０
０
円

会
場
・
申
し
込
み
‖

日
本
棋
院
長
岡
支
部
（
大
手
通
２
・
安
達

ビ
ル
２
階
）
�
35
・
４
３
０
５
へ

■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費
⑤
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
等

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー

①
４
月
〜
11
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
30
分
②
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
③

小
学
生
④
１
〜
３
年
生
…
年
１
０
、０
０
０

円
、
４
〜
６
年
生
…
年
２
０
、０
０
０
円
（
入

会
金
５
、０
０
０
円
）
⑤
説
明
会
…
３
月
19

日
�
午
前
９
時
か
ら
北
部
体
育
館
で
（
保

護
者
も
）、
申
し
込
み
…
小
林
さ
ん
�
35
・

１
６
２
０
（
午
後
７
時
以
降
）

◇
希
望
が
丘
Ｓ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
日
曜
日
・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時

〜
正
午
、
夜
間
練
習
…
火
曜
日
か
土
曜
日

の
週
１
回
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
②
希
望

が
丘
小
学
校
③
川
西
地
区
の
小
学
生
④
年

１
０
、０
０
０
円
⑤
棚
橋
さ
ん
�
０
９
０
・

２
６
７
１
・
４
４
０
０

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
Ｊ
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
午
後
２
時
〜

６
時
②
新
町
小
学
校
ほ
か
③
小
学
生
④
１

ミ
ニ

情
報

スポーツ

中
央
図
書
館
�
32
・
０
６
５
８

企
画
課
女
性
政
策
班

�
39
・
２
２
０
４

中心商店街 一店逸品フェア

お買い物ガイドツアー
参加者募集

長岡逸品ファンクラブがご案内します。
参加料＝無料（昼食代・お茶代は実費、参加者全員に1,000円分の長
岡市共通商品券を進呈します） 定員＝各コース８人 申し込み＝
３月13日�までに商業振興課�39・2228へ（多数の場合抽選）
●暮らしのパワーアップコース ３月18日�10：00～13：00
日々の生活に役立つものが満載。じっくり、しっかり見学したら
インド料理で元気回復！
10：00集合・江口だんご（試食）→末広堂→カネトク（フットケア
の紹介）→ムラタ洋装店→美濃屋（お酒の試飲）→中越療術院→高
木時計店→昼食・アンベール（インド料理・タンドリーチキンラン
チ…1,050円）→13：00解散

●あなたのお宝発見コース ３月20日祝	 10：00～13：00
お店で発見した新しい一面。それがあなたのお宝になるかも…
10：00集合・ロイヤル（試食）→あおと→バートン（イージーオー
ダースーツの説明）→〆〇飯田（新逸品「花火結び」の紹介）→ふじ
い→間野精肉店（試食）→フジヤマ果実店（新逸品「ちょっとずつ
フルーツ」の紹介）→昼食・東亜（新逸品「おろしオムライス」…680
円）→13：00解散

●心を休めるヒーリングコース ３月21日
 9：20～12：20
預かり保育付きのコースで、ゆっくり買い物を楽しみませんか。
9：20集合・市役所柳原分庁舎（柳原町２）→パセリオ（トータルコ
ーディネイトの紹介）→カネトク（フットケアの紹介）→フジヤマ
果実店（新逸品「ちょっとずつフルーツ」の紹介）→高砂園（試飲）
→バーデン・バーデン（ハムの試食）→小松屋→昼食・魚栄（各種
釜めし…800円～1,000円）→12：20解散
※預かり保育
対象＝１歳以上就学前のお子さん 時間＝午前９時～午後１時まで
料金＝子ども１人1,000円、２人目からは500円（おやつ付）

●大満足くいしんぼうコース ３月24日�10：00～13：00
きれいになりたい、おいしい物も食べたい。そんなあなたも大満
足のコース。
10：00集合・理容ツチダ（女性シェービング見学）→ＹＡＭＡＹＡＫＩやま
と（たこやきの試食）→ミチル（新逸品「ごまふわケーキ」「ごまご
まケーキ」の試食）→アトミック・スタジオ→さい花（買い物をし
た人にはサービスカードのポイントをプレゼント）→ミヤコヤ（宝
石のフィッティング体験）→サトウ商店（お酒の試飲）→昼食・魚
仙（新逸品「吟醸酒粕使用のんべいアイス」付ランチ…700円）→
13：00解散

初心者アーチェリー教室
日 時＝４月11日～５月２日の毎週火曜日午後７

時30分～９時30分（計４回）
会 場＝南部体育館グリーンフロア
対 象＝18歳以上（高校生は除く）
参加料＝2,500円（初回に） 定員＝20人
申し込み＝南部体育館�39・3600

▲吉岡睦子さん

▲あぜりあ15号



●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
１
２

５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人
に

譲
渡
し
た
り
、
廃
棄
し
た
り
し
て
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
‖
市
民
税
課
�
39
・
２

２
１
２

●
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
４
月
３
日
�
〜
24
日
�

平
成
12
年
度
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
の
年
で
す
。
縦
覧
期
間

中
に
資
産
の
内
容
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
な
お
、
資
産
の
内
容
を

記
載
し
た
「
課
税
明
細
書
」
を
、

納
税
通
知
書
に
添
付
し
て
５
月
15

日
こ
ろ
に
お
送
り
し
ま
す
。

場
所
‖
資
産
税
課
（
市
役
所
２
階
）

用
意
す
る
も
の
‖
認
印
※
代
理
の

場
合
は
、
所
有
者
の
認
印
（
ま
た

は
委
任
状
）
と
代
理
人
の
認
印

問
い
合
わ
せ
‖
資
産
税
課
�
39
・
２

２
１
３

２５

ヤ
ナ
ギ
科
の
仲
間
は
約
４
０
０

種
も
あ
っ
て
、
主
に
北
半
球
の
温

帯
か
ら
亜
寒
帯
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
日
本
に
は
野
生
種
が
30
種
以

上
も
あ
り
ま
す
。

柳
は
美
術
的
に
見
る
と
、
シ
ダ

レ
ヤ
ナ
ギ
の
四
季
の
姿
が
絵
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
鳥
類
と
の
組
み

合
わ
せ
が
多
く
、
ツ
バ
メ
、
サ
ギ
、

ハ
ト
、
ニ
ワ
ト
リ
、
カ
ワ
セ
ミ
、

ト
ビ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

民
俗
的
に
は
、
生
命
力
の
象
徴

か
ら
で
し
ょ
う
か
、
正
月
に
柳
の

枝
に
餅
玉
を
つ
け
て
、
稲
、
粟
、

稗ひ
え

な
ど
の
花
の
咲
く
様
や
、
蚕か

い
こ

の

ま
ゆ
の
成
熟
し
た
様
を
表
し
、
モ

チ
バ
ナ
と
か
マ
ユ
ダ
マ
と
呼
ん
で

縁
起
を
か
つ
い
だ
り
、
苗
代
や
田

の
水
口
に
柳
の
若
枝
を
立
て
て
物

を
供
え
、
田
の
神
の
招お

ぎ

代し
ろ

と
し
て

稲
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

柳
の
主
な
種
類

（
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
）
川
辺
な
ど
の
湿

地
で
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
低
木

性
の
柳
で
す
。
名
前
は
、
早
春
に

花
芽
が
白
い
毛
に
覆
わ
れ
、
軟
毛

が
密
生
し
て
い
て
手
ざ
わ
り
が
猫

を
な
で
て
い
る
よ
う
な
感
触
が
あ

る
こ
と
や
、
花
穂
を
猫
の
尾
に
見

立
て
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
突
然
変
異
で
、

枝
が
赤
茶
色
で
花
穂
が
黒
色
に
な

る
「
ク
ロ
ヤ
ナ
ギ
」
が
あ
り
ま
す

が
、
花
芽
が
つ
き
に
く
く
栽
培
が

難
し
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
近
年

は
園
芸
品
種
で
「
ピ
ン
ク
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

（
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
）
朝
鮮
半
島
に
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
も
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
枝
は
細
く

真
っ
す
ぐ
に
伸
び
ま
す
。
冬
期
に

地
ぎ
わ
か
ら
50
㎝
ほ
ど
の
所
で
切

る
と
、
春
に
は
多
く
の
芽
が
発
生

し
て
、
そ
ろ
っ
た
太
さ
の
枝
に
な

る
の
で
、
こ
れ
を
生
花
材
料
や
乾

燥
後
着
色
し
て
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
に
利
用
し
ま
す
。

近
年
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
柳
ご
う
り
の

材
料
に
さ
れ
ま
し
た
。

（
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
）
中
国
原
産
の

高
木
で
、
枝
は
細
く
て
下
垂
し
て

光
沢
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
水

路
付
近
や
街
路
樹
と
し
て
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

性
質
は
非
常
に
強
く
、
セ
イ
ヨ

ウ
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、
ロ
ッ
カ
ク
ヤ

ナ
ギ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

（
ウ
ン
リ
ュ
ウ
ヤ
ナ
ギ
）
雲
竜
柳

も
中
国
原
産
で
す
。
枝
は
細
く
て

淡
黄
緑
色
で
、
蛇
状
ま
た
は
螺ら

線せ
ん

状
に
な
り
、
樹
姿
は
シ
ダ
レ
ヤ
ナ

ギ
に
似
て
い
ま
す
。
生
花
材
料
と

し
て
は
も
っ
と
も
多
く
利
用
さ
れ
、

造
園
樹
と
し
て
も
植
栽
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
み
方
は

い
か
が
？

（
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
の
草
玉
作
り
）

水
ゴ
ケ
を
湿
ら
せ
て
、
こ
れ
を

ボ
ー
ル
状
に
丈
夫
な
糸
な
ど
で
巻

い
て
玉
作
り
を
し
ま
す
。

春
の
芽
吹
き
前
の
小
枝
を
15
〜

20
㎝
ほ
ど
に
切
っ
て
、
適
当
に
10

本
ほ
ど
挿
し
ま
す
。
で
き
た
草
玉

を
軒
下
な
ど
に
下
げ
て
乾
か
さ
な

い
よ
う
に
す
る
と
、
小
枝
か
ら
新

芽
が
伸
び
て
下
垂
し
ま
す
。
夏
に

は
風
鈴
で
も
下
に
つ
け
る
と
、
一

段
と
風
流
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま

す
。

（
猫
柳
と
土
筆

つ
く
し

の
寄
せ
植
え
）

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
鉢
植
え
の
一
部

に
空
小
鉢
を
埋
め
て
お
き
ま
す
。

一
方
、
別
に
い
く
鉢
か
空
小
鉢

と
同
じ
大
き
さ
の
鉢
に
ツ
ク
シ
を

育
て
て
お
き
ま
す
。
早
春
に
ツ
ク

シ
が
出
て
き
た
ら
、
空
小
鉢
を
抜

き
、
ツ
ク
シ
の
小
鉢
を
埋
め
込
み

ま
す
。

春
浅
い
小
川
の
ほ
と
り
の
風
情

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

春
の
到
来
を
告
げ
る
猫
柳

い
よ
い
よ
冬
か
ら
開
放
さ
れ
、
チ
ロ
チ
ロ
と
音
を
た
て
て
流

れ
る
小
川
の
水
か
さ
も
増
え
ま
す
。

早
春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
も
と
、
増
水
し
た
川
の
ほ
と

り
で
銀
色
の
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
が
流
れ
に
打
た
れ
て
揺
れ
る
姿

は
、
い
か
に
も
早
春
の
風
物
詩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
柳
類
を
紹
介
し
ま
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇153

くらし

三
輪
・
四
輪

６
６
０
㏄
以
下

二
輪

２
５
０
㏄
超

二
輪

１
２
５
㏄
超
〜

２
５
０
㏄
以
下

１
２
５
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
・

農
耕
車
・
小

型
特
殊
車
等

区

分

軽
自
動
車
検
査
協
会

長
岡
支
所

�
22
・
０
５
５
５

新
潟
陸
運
支
局
長
岡

自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
�
22
・
１
１
３
１

全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
長
岡
分
室

�
23
・
３
１
１
５

市
役
所
市
民
税
課

�
39
・
２
２
１
２

届

け

出

先

中学校情報教育
アドバイザー
募集（非常勤嘱託員）

採用予定日＝平成12年４月１日
募集人数＝４人 雇用期間＝６カ月
職務内容＝市立中学校のコンピュータ授業の

補助、校内情報機器の運用補助等
応募資格＝昭和25年４月２日～55年４月１日

に生まれた人で、コンピュータ等の
情報機器の操作に精通し、市立中学
校に通勤可能な人

報 酬＝月額13万円程度
勤務日＝月曜日～金曜日（１日６時間）
試験日＝３月21日�
申し込み＝３月13日�までに学校教育課

�39・2239へ

バーチャル・ファクトリー
実験事業成果発表会

日 時＝３月15日�午後４時～６時
会 場＝ホテルニューオータニ長岡 柏の間
内 容＝成果発表会、講演会「企業間ネット

ワークの現状と未来」（講師…日本ア
イ・ビー・エム㈱・石川繁樹さん）

申し込み＝工業振興課�39・2222

▲シダレヤナギの草玉
（直径20㎝くらいです）

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

■
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

部
員
募
集

日
時
‖
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
６

時

会
場
‖
市
民
体
育
館

種
目
‖
器
械

体
操

募
集
人
数
‖
12
年
度
の
小
学
１
、

２
年
生
若
干
名

参
加
料
‖
月
３
、０
０
０

円

申
し
込
み
‖
３
月
27
日
�
午
後
５
時

30
分
に
運
動
の
で
き
る
服
装
で
市
民
体
育

館
へ
（
運
動
テ
ス
ト
を
行
い
、
入
部
を
決

定
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
‖
�
原
さ
ん

�
32
・
４
７
４
１

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
‖
小
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
後
５
時
〜
７
時
、
土
曜
日
の
午
後

２
時
〜
４
時
、
中
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火

・
水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
、
土
曜
日

の
午
後
４
時
〜
６
時
（
時
間
変
更
の
場
合

あ
り
）

月
会
費
（
週
３
回
）
‖
６
、０
０

０
円
（
小
学
生
の
み
週
１
回
２
、５
０
０
円
、

週
２
回
５
、０
０
０
円
も
可
）

問
い
合
わ

せ
‖
堀
沢
さ
ん
�
０
９
０
・
８
８
４
３
・
１

７
５
８

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

日
時
‖
４
月
４
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
４

時

会
場
‖
市
役
所
幸
町
分
室
２
階
第
２

会
議
室

対
象
‖
不
動
産
の
賃
貸
や
価
格

決
定
で
お
困
り
の
人

問
い
合
わ
せ
‖
�

日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
新
潟
県
部
会
�
０

２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

■
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ス
イ
ミ
ン
グ

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
‖
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場
‖
悠
久
山

屋
内
温
水
プ
ー
ル

内
容
‖
障
害
者
の
水

泳
・
水
中
運
動
の
介
助

対
象
‖
１
０
０

ｍ
以
上
泳
げ
る
人

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡

ア
ク
テ
ィ
ブ
事
務
局
・
千
原
さ
ん
�
35
・
８

０
９
６ ミ

ニ
情
報

２４

〈参加料〉次のいずれかの方法で納入してください。
一括納入…14,000円（４月納入）
分割納入…5,000円×３回（４月・９月・１月納入）

市 民 体 育 館 学校町１の２の１

教室名

ス ポ ー ツ ク ラ ブ

マスターズ レ デ ィ ー ス

木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

対 象 おおむね
55歳以上の男女 女 性

定 員 50人 30人 50人

期 間
４月６日～

来年３月22日
毎週木曜日

４月11日～
来年３月13日
毎週火曜日

４月７日～
来年３月16日
毎週金曜日

時 間 13：30～15：00 10：00～11：30

内 容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール・卓球・
バドミントン・ミニテニス）

申し込み ３月13日�午前９時から電話で市民体育館�34-2700へ

南 部 体 育 館 曲新町５６４の３

教室名 婦人スポーツクラブ マスターズ
スポーツクラブ

エアロビック
ダンスクラブ

対 象 女 性 おおむね
55歳以上の男女 どなたでも

定 員 50人 50人 50人

期 間
４月10日～

来年３月19日
毎週月曜日

４月12日～
来年３月14日
毎週水曜日

４月14日～
来年３月16日
毎週金曜日

時 間 10：00～11：30 13：30～15：00 10：00～11：00

内 容

・各種スポーツ、
ゲーム

・エアロビックな
運動

・各種体操
・各種スポーツ、ゲ
ーム（ミニテニス、
ソフトバレーボール）

・エアロビック
ダンス
・ストレッチ体操

申し込み ３月13日�午前９時から電話で南部体育館�39-3600へ

北 部 体 育 館 東蔵王２の２の72

教室名
北部スポーツクラブ

婦 人 マスターズ 一 般

対 象 女 性 おおむね
55歳以上の男女 一 般

定 員 20人 20人 20人

期 間
４月12日～

来年３月28日
毎週水曜日

４月12日～
来年３月28日
毎週水曜日

４月12日～
来年３月28日
毎週水曜日

時 間 10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30

内 容
・各種体操
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール・卓球・バ
ドミントン・ミニテニス・バレーボールなど）

申し込み ３月13日�午前９時から電話で北部体育館�24-6116へ

厚 生 会 館 大手通１の４の10

教室名 若 返 り
スポーツクラブ

青 年
スポーツクラブ

婦 人
スポーツクラブ

市 民
スポーツクラブ

対 象 おおむね
55歳以上の男女 青年男女 女 性 成年男女

定 員 10人 30人 20人 30人

期 間 ４月５日～来年３月28日
毎週水曜日

４月６日～来年３月29日
毎週木曜日

時 間 13：30～
15：15

19：00～
21：00

10：00～
12：00

18：30～
20：30

内 容
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール・ミニテニ
ス・バドミントン・卓球など）

・ストレッチ体操

申し込み ３月13日�午前９時から電話で市民体育館�34-2700へ

スポーツ教室の
ご案内

※大会などのため日程を変更する場合があります。
※親子体育教室、幼年体育教室の募集は４月号でお知らせします。

〈初回に持参するもの〉
参加料 運動のできる服装 内履きの運動靴 タオル
顔写真（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）



市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

報
告
書
は
市
役
所
環
境
政
策
課
、

各
地
区
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、

各
図
書
館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
‖
環
境
政
策
課
�
39
・

２
２
２
７

●
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日

繰
り
上
げ
の
お
願
い

水
道
事
業
は
３
月
が
決
算
月
で

す
。
こ
の
た
め
、
３
月
が
検
針
月

に
あ
た
る
人
の
振
替
日
を
例
年
ど

お
り
繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
振
替
日
‖
３
月
28
日
�

納
入
料
金
‖
２
、
３
月
分

問
い

合
わ
せ
‖
水
道
局
業
務
課
�
35
・
１

６
１
９

●
公
営
住
宅
入
居
申
し
込
み
の

現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
内
の
公
営
（
市
・
県
営
）
住

宅
は
、
各
団
地
と
も
空
き
室
が
な

い
状
態
が
続
き
、
１
年
以
上
待
っ

て
も
入
居
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
申
し

込
み
者
が
一
定
数
に
達
し
て
い
な

い
団
地
の
み
、
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
申
し
込
み
が
で
き
る
の

は
、
稲
葉
団
地
、
希
望
が
丘
団
地
、

寿
団
地
、
昭
和
団
地
で
す
。

担
当
‖
建
築
住
宅
課
�
39
・
２
２
２

９●
４
月
１
日
�
〜
７
日
�
は

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

空
気
が
乾
燥
す
る
春
先
は
、
た

き
火
や
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
不

始
末
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

日
時
‖
４
月
１
日
�
正
午
〜
午
後

２
時

会
場
‖
厚
生
会
館
前
広
場

内
容
‖
は
し
ご
車
な
ど
に
よ
る
消

防
訓
練
、
地
震
体
験
車
の
試
乗
、

は
し
ご
車
の
試
乗
ほ
か

問
い
合

わ
せ
‖
消
防
本
部
予
防
課
�
35
・
２

１
９
０

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
等
の
食
事
、
か
ら
だ
や
心

の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る
こ

と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
‖
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間
‖

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
35
年
４

月
２
日
〜
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
‖
３
月
15
日
�
・
16
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
‖
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
‖
血
圧
測
定
、

尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症
な

ど
の
検
査

申
し
込
み
‖
会
場
で

●
市
民
献
血

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
（
成

分
献
血
は
予
約
が
必
要
で
す
）。
受

付
時
間
‖
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡
き
た

ま
ち
献
血
ル
ー
ム
�
29
・
２
３
５
０

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

４
月
の
対
象
‖
４
か
月
児
…
平
成

11
年
12
月
生
ま
れ
、
10
か
月
児
…

平
成
11
年
６
月
生
ま
れ

日
時
‖

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照

し
て
市
内
の
小
児
科
医
・
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
‖
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、

母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち

ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

２７

くくらら ししのの 情情報報 №22

■
ケ
ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
の
杜

施
設
見
学
会

日
時
‖
４
月
１
日
�
・
２
日
�
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

所
在
地
‖
上
野
町
１
０
５

９
の
２

問
い
合
わ
せ
‖
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
�
29
・
２
５
０
０

■
猿
倉
岳
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
‖
３
月
20
日
祝	
午
前
９
時
〜
午
後
３

時

集
合
‖
蓬
平
バ
ス
停

参
加
料
‖
５

０
０
円

申
し
込
み
‖
３
月
13
日


ま
で

に
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ
‖
野
口

さ
ん
�
32
・
８
９
０
６

■
話
し
方
教
室「
話
の
泉
」会
員
募
集

日
時
‖
４
月
５
日
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第

１
〜
３
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場
‖
中
央
公
民
館

会
費
‖
年
１
２
、０

０
０
円

申
し
込
み
‖
名
地
さ
ん
�
66
・
６

４
３
２
（
午
後
７
時
以
降
）

■
長
岡
短
期
大
学

科
目
等
履
修
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時
‖
４
月
５
日
�
午
後
１
時
か
ら

会

場
・
申
し
込
み
‖
長
岡
短
期
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
�
39
・
１
９
０
３

■
介
護
保
険
直
前
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

日
時
‖
３
月
18
日
�
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
‖
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内
容
‖

基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問
い
合
わ

せ
‖
医
療
と
福
祉
総
合
研
究
会
�
46
・
６
６

１
０

■
赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会

日
時
‖
３
月
21
日
�
〜
23
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

内
容
‖
車
い
す

の
扱
い
方
等

会
場
‖
長
岡
赤
十
字
看
護

専
門
学
校

対
象
‖
高
校
生
（
今
春
卒
業

者
で
も
可
）

定
員
‖
30
人

参
加
料
‖

３
０
０
円

申
し
込
み
‖
長
岡
赤
十
字
病

院
医
療
社
会
事
業
部
�
28
・
３
６
０
０

ミ
ニ

情
報

知人にカードを貸したら
請求がきた…

Ｑ： 知人から「自分の名前ではク
レジットカードがつくれない。
絶対に迷惑をかけないのでカー
ドを貸して」と頼まれ、気軽に
貸した。しばらくするとカード
会社から50万円の請求がきたが、
知人とは連絡がとれなくなって
しまい困っている。

Ａ： カード社会の進行とともに今回のようなケースの相談
が目立ち始めています。知人がした借金とはいえ、名義
人である相談者に支払い義務が生じ、カード会社の請求
に応じなければならないと説明しました。
たかがカード１枚のことと安易に考えがちですが、一
つ間違えば多額の借金を背負い、その人の人生を狂わせ
てしまいます。カードの保管、取り扱いには十分注意し、
どんなに親しい人に頼まれても絶対にカードを貸しては
いけません。
また、カードを紛失したり、盗難にあったりしたとき
は、すぐに警察とカード会社に届け出てください。

問い合わせは消費生活センター�３２・００２２へ
（相談時間は午前９時30分～午後４時）

健康
健
康
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
32
・
５
０
０
０

特別地方消費税が廃止されます
料理店やホテル等の利用料金が一定の額（宿泊15,000
円、飲食等7,500円）を超えた場合に課されていた特別
地方消費税は、４月１日から廃止されます。

問い合わせ＝長岡財務事務所�38・2507

3/22
�

3/8
�

期
日

心
の
健
康

栄
養
相
談

内

容

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

保
健
婦

栄
養
士

保
健
婦 担

当

８
�

４/１
�

期
日

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店

会

場

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

時

間
▲吉田桃ちゃんとお母さん
（２月15日の赤ちゃん相談で）

◆
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
「
長
岡
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時
50
分
〜
８
時
、
午
後
４
時
40
分
〜
47
分

●
平
成
12
年
４
月
か
ら
の

国
民
年
金
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す

（
11
年
度
と
同
額
）

●
国
民
年
金
保
険
料
は

一
括
し
て
納
め
る
と

割
引
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
に
は
、
４
月
中
に
１

年
分
（
４
月
〜
３
月
分
）
を
一
括

し
て
納
め
る
と
割
引
に
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
は
４
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
納
付
期
限
は
４
月
28
日
�

で
す
。
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望

す
る
人
は
、
４
月
10
日


ま
で
に

市
内
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
‖
市
民
課
�
39
・
２
２

５
０

●
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

転
入
・
転
出
を
し
た
り
、
就
職

退
職
な
ど
で
保
険
の
種
類
や
資
格

が
変
わ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
市
民
課
（
市
役
所
１
階

④
番
窓
口
）
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
‖
国
保
医
療
課
�
39
・

２
２
２
０

●
農
園
利
用
者
募
集

家
族
そ
ろ
っ
て
土
に
親
し
み
、

野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
〜
③
と
も
に
１
人
（
１
グ
ル

ー
プ
）
に
つ
き
１
区
画
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

場
所
と
区
画
数
‖
柿
町
字
下
耕
地

・
畑
２
３
５
（
１
区
画
30
㎡
）

参
加
料
‖
２
、０
０
０
円

②
健
康
農
園

場
所
と
区
画
数
‖
信
濃
川
河
川
公

園
内
・
畑
70
（
１
区
画
50
㎡
）、
花

壇
18
（
１
区
画
20
㎡
）

参
加
料
‖

畑
２
、０
０
０
円
、
花
壇
５
０
０
円

対
象
‖
55
歳
以
上
の
人

③
市
民
農
園

場
所
と
区
画
数
‖
永
田
西
・
１
、

北
山
・
４
（
１
区
画
33
㎡
）

参

加
料
‖
永
田
西
３
、０
０
０
円
、
北

山
３
、５
０
０
円

◇

◇

◇

申
し
込
み
‖
３
月
17
日
�
ま
で
に

①
②
は
が
き
に
「
希
望
す
る
農
園

名
と
畑
・
花
壇
の
別
」、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
新
規

か
継
続
か
の
別
を
記
入
し
て
、
〒

９
４
０
｜
０
０
７
２
柳
原
町
２
の

１
中
央
公
民
館
�
32
・
０
４
３
７

へ
③
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

「
希
望
す
る
場
所
」、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
｜
８
５
０
１
幸
町
２
の

１
の
１
農
林
政
策
課
�
39
・
２
２
２

４
へ

●
電
源
過
疎
地
域
等
企
業

立
地
促
進
事
業
補
助
金



電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
企
業
の
設
備
整
備
を
支
援
し

ま
す
。

対
象
要
件
‖
①
建
物
の
新
増
設
が

平
成
11
年
４
月
１
日
以
降
、
13
年

３
月
10
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

②
設
備
の
整
備
を
平
成
12
年
４
月

１
日
以
降
、
12
年
９
月
30
日
ま
で

に
着
手
し
、
13
年
３
月
10
日
ま
で

に
完
了
す
る
こ
と
③
雇
用
者
数
が

設
備
整
備
の
完
了
日
ま
で
に
５
人

以
上
増
加
す
る
こ
と

対
象
事
業
‖

生
産
ま
た
は
営
業
の
用
に
直
接
使

わ
れ
る
設
備
（
土
地
・
建
物
・
構

築
物
を
除
く
、
機
械
装
置
・
備
品

等
）
を
整
備
す
る
事
業

補
助
額
‖

次
の
３
つ
の
う
ち
最
も
低
い
額
①

対
象
事
業
に
要
し
た
費
用
②
増
加

雇
用
者
ご
と
に
設
定
し
た
面
積
当

た
り
の
単
価
に
延
床
面
積
を
乗
じ

て
得
た
額
③
増
加
雇
用
者
ご
と
に

設
定
し
た
上
限
額

申
し
込
み
‖
３
月
９
日
�
ま
で
に

工
業
振
興
課
�
39
・
２
２
２
２
へ

●
環
境
に
関
す
る
年
次
報
告
書

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

こ
の
報
告
書
は
、
市
の
環
境
の

現
況
や
施
策
の
内
容
を
公
表
し
、

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

２６

定額保険料 定額保険料＋
付加保険料

月額保険料 １３,３００円 １３,７００円

年額保険料 １５９,６００円 １６４,４００円

前納した場合 １５５,７５０円 １６０,４３０円

割 引 額 ３,８５０円 ３,９７０円

20
人
以
上

10
〜
19
人

５
〜
９
人

増
加
雇
用
者
数

10,000円
／㎡

7,500円
／㎡

5,000円
／㎡

面
積
あ
た
り
の
単
価

２
億
円

１
億
５
千
万
円

１
億
円

上
限
額

分譲区画図�

栖 

吉 

川�

公園�

国道352号�

悠久山自転車歩行者専用道�

長岡地域土地開発公社
住宅用地分譲中！

〔場 所〕前田２丁目・10区画
〔区画面積〕181.22㎡～242.19㎡
〔価 格〕2,029万円～2,825万円

（１㎡あたり112,000円～121,000円）
〔申し込み〕用地管財課内長岡地域土地開発公

社�39・2211へ（複数区画の申し
込み、法人や共有の申し込みも可）

〔持参するもの〕個人…印鑑、住民票抄本１通、
法人…印鑑証明書１通、法人

登記簿謄本１通

環境業務課（�24・2837）からのお知らせ
●空きびん・空き缶の平常収集は４月から
冬期間、空きびん・空き缶の平常収集は休止して、公民館などの指定
場所に出してもらっていましたが、この特別収集は３月29日�までです。
４月からは平常どおりの収集をしますのでご協力ください。
なお、栖吉・前川地区は３月だけ平常収集とし、４月からの資源ごみ
は空きびん・空き缶のみの収集とします（新聞、雑誌、段ボール、古繊
維、乾電池の収集は終了しますので、集団回収などに出してください）。

●粗大ごみの収集は３月から始めます
収集日を確かめてから出してください。

●引っ越しなどで大量に出るごみ
引っ越しに伴うごみは、出す時間、場所、分別を守って計画的に出し
ましょう。一度に大量のごみが出るときは、「燃やすごみ」は寿事業所か
鳥越事業所へ、「燃やさないごみ」「粗大ごみ」は鳥越事業所へ直接持ち
込んでください。

●事業者のみなさんへ
事業活動によって出るごみは、事業者が責任をもって、生活環境の保
全に支障のない方法で処理してください。ごみの量が少なく、市の有料
指定袋に入れて町内のごみ収集場所に出す場合は、管理している町内の
許可を得たうえで、１回につき２袋までにしてください。

身体障害者デイサービス事業に
参加しませんか
趣味、創作や生活訓練などの場を用意しています。

期 間＝４月～来年３月 時 間＝午前または午後（１日の場合もあり）
内 容＝園芸、書道、民謡、絵画、囲碁・将棋、軽スポーツ、編み物、折り

紙、コーラス、ワープロ、クッキング、日常生活訓練、医療相談等
対 象＝市内在住の身体障害者 会 場＝社会福祉センターほか
参加料＝１回320円の昼食代と材料費（実費） 申し込み＝３月13日
まで

問い合わせ 社会福祉協議会�33・6000

ともしび
マーク


